
茂　

木　

明　

子

八
戸
の
郷
土
玩
具
「
八
幡
馬
」
と
蒼
前
信
仰



　　　　68

は
じ
め
に

　

郷
土
玩
具
に
興
味
を
抱
い
た
き
っ
か
け
は
、
四
十
年
程
前
の
こ
と
、
筆
者
が
勤
務
し
て
い
た
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
、
臼
井

毅
教
授
蒐
集
の
郷
土
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
の
運
び
と
な
り
、
同
教
授
の
話
を
聞
き
な
が
ら
整
理
を
行
い
、
当
時
の
森
岡
清
美

所
長
の
発
案
に
よ
り
昭
和
五
十
九
年
か
ら
展
示
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

郷
土
玩
具
は
、
我
が
国
の
庶
民
が
生
み
出
し
た
、
日
本
人
の
心
と
生
活
が
見
え
る
伝
統
文
化
で
あ
る
。
中
で
も
、
種
類
・
量
と
も

に
最
も
多
く
作
ら
れ
る
の
が
馬
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
馬
を
象
っ
た
郷
土
玩
具
は
、
信
仰
・
生
活
文
化
と
深
く
関
わ
り
、
全
国

各
地
で
様
々
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
る
。
人
々
は
、
馬
の
無
事
や
健
康
を
祈
り
、
他
方
で
は
子
ど
も
達
の
尚
武
の
心
や
立
身
出
世
の

願
い
を
込
め
て
、
木
・
張
子
・
土
・
わ
ら
の
馬
を
作
り
、
守
護
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

馬
や
馬
形
が
出
現
す
る
祭
り
・
民
俗
行
事
を
実
見
す
べ
く
東
北
地
方
を
中
心
に
訪
ね
歩
い
た
。
岩
手
県
域
の
馬
形
の
出
る
祭
で
は
、

わ
ら
馬
を
農
神
に
供
え
る
が
、
農
神
は
こ
の
わ
ら
馬
に
乗
っ
て
田
の
見
回
り
を
す
る
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
民
俗
行
事
で
利

用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
わ
ら
馬
や
木
馬
は
特
に
信
仰
の
要
素
が
強
い
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
祈
願
は
雨
乞
い
、
豊
作
、
子
供
の
健
や
か

な
成
長
、
病
気
平
癒
、
疫
病
除
に
と
ど
ま
ら
ず
、
商
売
繁
盛
や
縁
結
び
ま
で
幅
広
い
。
馬
は
日
本
人
の
信
仰
・
生
活
・
民
俗
行
事
と

深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
神
仏
へ
の
祈
願
を
絵
馬
・
木
馬
・
わ
ら
馬
な
ど
に
託
し
た
昔
の
人
々
の
心
が
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
来
た
。

　

と
り
わ
け
良
馬
を
産
出
し
て
き
た
馬
産
地
で
あ
る
東
北
地
方
に
は
、
馬
の
玩
具
が
多
い
。
郷
土
玩
具
の
「
日
本
三
駒
」
と
称
さ
れ

る
木
馬
、
青
森
県
八
戸
の
「
八
幡
馬
」・
宮
城
県
仙
台
の
「
木
下
駒
」・
福
島
県
三
春
の
「
三
春
駒
・
三
春
子
育
木
馬
」
は
、
何
れ
も

昔
の
馬
産
地
と
い
う
背
景
を
持
ち
、
古
く
か
ら
の
伝
承
と
信
仰
に
連
な
る
縁
起
を
持
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
製
作
者
側
か
ら
見
る
と
、
古
く
か
ら
副
業
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
と
い
う
性
格
か
ら
、
廃
絶
し
た
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、

今
で
も
家
や
地
域
の
伝
統
を
守
り
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
製
作
者
も
い
る
。
製
作
者
と
の
語
ら
い
や
見
学
か
ら
、
継
承
と
は
形
だ
け
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で
は
な
く
、
先
人
の
苦
労
や
心
、
伝
統
の
重
み
や
力
と
い
っ
た
も
の
を
受
け
継
ぐ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
が
、
郷
土
玩
具
の
馬
の
中
で
も
特
に
八
幡
馬
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
数
年
前
、
赤
星
平
馬
（
明
三
九
～
平
五
）
蒐
集
品
（
現
・

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
）
で
あ
る
猿
が
乗
っ
て
い
る
古
色
蒼
然
と
し
た
木
馬
を
目
に
し
た
時
、
そ
の
何
と
も
い
え
な
い
愛
ら
し

さ
と
一
刀
彫
の
造
形
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
惹
か
れ
た
こ
と
が
端
緒
で
あ
っ
た
。
文
献
資
料
の
検
索
を
通
じ
て
、
八
戸
の
郷
土
玩
具

「
八や

幡わ
た

馬う
ま

の
猿
乗
り
」
と
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
八
戸
の
笹
子
で
唯
一
人
伝
統
的
な
技
法
「
鉈
削
り
」
で
八
幡
馬
を
製
作
し
て
い
る

大
久
保
直
次
郎
氏
に
当
該
木
馬
の
割
れ
な
ど
の
修
理
を
お
願
い
し
た
。
八
戸
の
同
氏
の
お
宅
に
伺
い
、
ご
夫
妻
の
人
柄
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
も
八
幡
馬
が
好
き
に
な
っ
た
一
因
で
あ
る
。
馬
の
守
護
神
で
あ
る
「
猿
」
が
乗
っ
て
い
る
こ
の
木
馬
は
、
百
年
ほ
ど
前
に
八

戸
の
山
村
で
作
ら
れ
た
古
い
八
幡
馬
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
発
祥
の
地
・
天
狗
沢
最
後
の
製
作
者
の
子
孫
宅
を
偶
然
に
訪
ね
て
、
創
始
者
で
あ
る
孫
作
の
古
い
分
家
・
孫
四
郎
家
の
子

孫
で
あ
る
前
田
貞
直
氏
夫
妻
と
の
邂
逅
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
家
で
「
サ
ル
ノ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
武
者
顔
の
貴
人
が
騎
乗
す

る
古
い
八
幡
馬
を
拝
見
、
さ
ら
に
同
家
か
ら
櫛
引
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
貴
人
が
騎
乗

す
る
古
い
八
幡
馬
の
サ
ル
ノ
リ
を
同
宮
で
見
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

八
戸
の
郷
土
史
家
・
小
井
川
潤
次
郎）

1
（

の
著
作
か
ら
八
幡
馬
の
起
源
伝
承
も
わ
か
り
、

小
井
川
が
蒐
集
し
た
古
い
八
幡
馬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
遺
族
か
ら
見
せ
て
頂
い
た
。
そ

の
際
に
、
ご
子
息
の
年
夫
氏
か
ら
十
和
田
市
馬
事
公
苑
称
徳
館
の
こ
と
を
聞
き
、
早
速

見
学
に
行
き
、
展
示
さ
れ
て
い
た
蒼
前
神
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
八
幡
馬
」
を
生
ん
だ
八
戸
は
、
古
く
か
ら
駿
馬
の
郷
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
馬
産

地
で
あ
っ
た
。
当
地
方
で
は
、
厩
や
家
の
中
の
神
棚
に
馬
の
守
護
神
と
さ
れ
る
蒼
前
神

を
祀
り
、
馬
の
健
康
や
安
全
を
願
う
蒼
前
信
仰
が
古
く
か
ら
根
付
い
て
い
る
。

　

蒼
前
信
仰
に
つ
い
て
、
柳
田
國
男
は
、
明
治
四
十
五
年
に
「
勝
善
神）

2
（

」
を
著
し
た
。「
奥

写真1　八幡馬の猿乗り（赤星平馬旧蔵品）
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州
に
ソ
ウ
ゼ
ン
或
は
オ
ソ
ウ
ゼ
ン
サ
マ
と
云
う
神
あ
り
。
馬
の
保
護
神
な
る
に
似
た
り
。
此
神
の
由
来
を
明
に
し
た
き
希
望
を
持
ち

て
（
中
略
）
木
下
村
の
蒼
前
の
如
き
は
大
社
に
し
て
飾
馬
の
参
詣
夥
し
と
あ
り
。
…
…
」
と
文
献
や
地
名
な
ど
か
ら�

蒼
前
神
の
信
仰

は
、
少
く
と
も
時
代
を
前
後
し
て
日
本
中
に
普
及
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
ソ
ウ
ゼ
ン
が
源
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。
ま
た
、
駿
府
の
猿
屋
町
に
住
む
猿
引
の
頭
で
あ
る
猿
屋
に
言
及
、「
正
五
九
の
三
月
猿
引
は
厩
に
参
り
勝
膳
経
を
読
誦
し

て
猿
を
舞
し
め
祈
祷
を
為
す
。
是
れ
馬
に
病
災
無
ら
し
む
る
也
云
々
（
中
略
）
猿
を
以
て
厩
馬
安
全
の
手
段
と
す
る
こ
と
は
廣
く
且

つ
久
し
き
風
習
な
り
」
と
馬
を
守
護
す
る
と
い
わ
れ
る
猿
に
つ
い
て
も
論
述
し
て
い
る
。
柳
田
が
推
測
し
て
い
る
よ
う
に
昔
は
日
本

中
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
で
は
蒼
前
神
は
東
北
地
方
独
特
の
馬
の
神
と
い
わ
れ
る
。
特
に
、
古
く
か
ら
全
国

有
数
の
馬
産
地
と
し
て
生
き
て
き
た
南
部
地
方
に
は
、
蒼
前
様
へ
の
篤
い
信
仰
が
各
地
に
み
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
八
幡
馬
の
源
流
を
探
り
つ
つ
、
蒼
前
信
仰
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

な
お
、
筆
者
の
実
地
調
査
は
、
平
成
二
十
三
～
二
十
九
年
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
南
部
の
蒼
前
信
仰

　

南
部
地
方
と
は
、
江
戸
時
代
に
南
部
氏
の
所
領
（
盛
岡
藩
と
八
戸
藩
）
で
あ
っ
た
陸
奥
の
国
の
北
部
地
域
を
さ
し
、
藩
政
時
代
に

お
い
て
盛
岡
南
部
藩
が
九
牧
を
管
理
し
た
全
国
有
数
の
馬
産
地
で
あ
っ
た
。

　

南
部
の
馬
に
関
す
る
神
社
や
祠
の
名
称
は
、
蒼
前
、
馬
頭
観
音
、
駒
形
、
気
比
な
ど
が
あ
る
が
、
蒼
前
は
良
馬
生
産
を
願
い
、
馬

頭
観
音
は
馬
を
供
養
す
る
神
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
岩
手
県
北
部
か
ら
青
森
県
東
部
に
か
け
て
の
旧
南
部
藩
領
に
は
、
神
社
や
祠
、

地
名
な
ど
に
蒼
前
が
今
も
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
盛
岡
藩
牧
が
あ
っ
た
七
戸
町
や
南
部
町
、
八
戸
藩
牧
で
あ
っ
た
妙
野
に
隣

接
す
る
階
上
町
な
ど
に
も
「
蒼
前
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る）

3
（

。
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（
一
）
南
部
の
蒼
前
信
仰

　

平
安
時
代
末
期
の
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
に
起
き
た
宇
治
川
の
合
戦
の
先
陣
争
い
の
馬
は
い
ず
れ
も
南
部
馬
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

武
将
達
は
、
こ
ぞ
っ
て
南
部
馬
を
求
め
た
。
南
部
は
名
馬
・
駿
馬
の
郷
と
し
て
知
ら
れ
、
軍
馬
や
献
上
品
と
し
て
全
国
に
送
ら
れ
て

い
っ
た
。
近
世
の
藩
政
時
代
に
入
る
と
、
馬
の
生
産
は
藩
主
導
で
行
わ
れ
た
。
畑
作
と
畜
産
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
南
部
の
農
家
の

生
活
は
苦
し
く
、
馬
は
貴
重
な
財
産
で
も
あ
っ
た
。
経
済
力
や
家
格
の
高
い
名
主
の
家
や
旧
家
で
は
、
人
の
住
む
母
屋
と
厩
と
が
Ｌ

字
型
に
な
っ
て
つ
な
が
る
「
南
部
の
曲
り
屋
」
と
呼
ば
れ
る
住
居
で
、
馬
は
家
族
の
一
員
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
馬
を
飼
っ
て
い
る

農
家
で
は
、
馬
の
健
康
や
安
全
を
願
い
、
家
の
中
の
神
棚
に
馬
の
守
護
神
と
さ
れ
る
蒼
前
神
を
祀
り
、
厩
に
絵
馬
を
掲
げ
た
の
で
あ

る）
4
（

。
⑴
蒼
前
神

　

南
部
の
蒼
前
神
は
、「
オ
ソ
ウ
ゼ
ン
サ
マ
」「
オ
シ
ョ
ウ
ゼ
ン
サ
マ
」
と
呼
ば
れ
、
蒼
前
、
惣
善
、
宗
前
、
宗
善
、
相
前
、
勝
善
、

聖
前
、
正
前
、
正
善
な
ど
多
様
な
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
南
部
各
地
に
蒼
前
神
社
や
蒼
前
様
だ
と
い
う
祠
・
堂
が
多
数
見
ら
れ
、

祭
日
に
は
馬
の
無
病
息
災
、
繁
盛
を
祈
願
す
る
人
々
が
参
詣
に
訪
れ
て
い
る）

5
（

。

　

十
和
田
市
馬
事
公
苑
称
徳
館
に
は
、
鎌
倉
時
代
と
伝
わ
る
蒼
前
像
を
は
じ
め
、
種
々
の
蒼
前
様
が
展
示
さ
れ
、
会
場
に
お
か
れ
た

展
示
解
説
シ
ー
ト
（
十
和
田
市
称
徳
館
信
仰
館
No.1
）
に
は
、「
蒼
前
神
は
、
東
北
地
方
独
特
の
馬
の
神
で
す
。
関
東
以
西
に
は
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
文
献
が
な
く
謎
の
神
で
す
が
、
蒼
前
の
ほ
か
、
宗
前
、
相
善
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
書
き
方
を
す
る
こ
と
か
ら
、
漢
字
が

日
本
に
入
る
以
前
か
ら
の
神
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
由
来
に
は
、
古
代
、
天
皇
が
正
月
七
日
に
愛
で
た
白
馬
を
ソ
ウ

ゼ
ン
と
い
う
こ
と
を
起
源
と
す
る
な
ど
、
諸
説
が
あ
り
ま
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

蒼
前
様
の
神
像
で
あ
る
が
、
称
徳
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
多
く
は
貴
人
の
騎
乗
姿
で
あ
っ
た
。
気
比
神
社
の
絵
馬
堂
に
も
、
馬
を

飼
わ
な
く
な
り
お
祀
り
を
し
な
く
な
っ
た
家
々
等
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
奉
納
さ
れ
た
蒼
前
神
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
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材
質
は
、
木
が
多
い
よ
う
だ
が
、
石
・
鉄
・
陶
器
な
ど
も
あ
る
。

　

青
森
県
下
の
蒼
前
様
を
多
数
見
て
い
る
滝
尻
善
英
氏
（
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
副
会
長
、
八
戸
市
文
化
財
審
議
委
員
副
委
員
長
）
か
ら
、

「
一
番
多
い
蒼
前
像
は
、
馬
だ
け
の
像
で
す
。
典
型
的
な
の
は
、
武
人
或
は
公
家
が
乗
っ
て
い
る
騎
馬
像
で
す
。
ま
た
、
頭
に
馬
が

乗
っ
て
い
る
馬
頭
観
音
を
蒼
前
さ
ま
と
し
て
祀
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
。
共
通
点
は
、
馬
を
あ
し
ら
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。」

と
教
示
し
て
頂
い
た
。
な
お
八
戸
に
お
け
る
蒼
前
神
像
に
つ
い
て
は
、
後
述
「
八
戸
の
蒼
前
信
仰
」
を
参
照
頂
き
た
い
。

⑵
木
ノ
下
詣
り
―
―
気
比
神
社
へ
の
参
拝
と
絵
馬
市
―
―

　

青
森
県
上
北
郡
お
い
ら
せ
町
の
旧
郷
社
気
比
神
社
は
、
昔
か
ら
「
木
ノ
下
の
お
蒼
前
様
」
と
い
わ
れ
、
南
部
地
方
の
馬
の
守
護
を

祈
る
信
仰
の
中
心
地
で
、
盛
岡
藩
営
牧
で
あ
る
南
部
九
牧
最
大
の
牧
野
「
木
崎
野
」
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
元
は
絵
図
に
「
正

善
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
古
く
は
正
善
（
勝
善
）
堂
、
蒼
前
堂
、
馬
頭
観
音
堂
と
称
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
の

神
仏
分
離
に
よ
り
現
社
名
に
改
称
し
た
。
祭
日
は
、
旧
六
月
一
日
と
同
十
五
日
で
、
岩
手
・
秋
田
・
山
形
県
か
ら
も
馬
を
連
れ
て
沢

山
の
人
が
参
詣
に
き
た
と
い
う）

6
（

。
創
建
に
つ
い
て
は
、
伝
承
に
よ
り
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
六
月
一
日
の
建
立
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

気
比
神
社
拝
殿
の
額
に
は
、
寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
に
木
崎
野
の
馬
護
神
を
祀
る
た
め
に
建
立
さ
れ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治

初
期
編
纂
の
『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
に
は
、
馬
も
人
も
着
飾
っ
て
大
い
な
る
賑
わ
い
を
呈
し
た
。
絵
馬
を
厩
に
掛
け
て
お
く
と
良
馬
を

得
ら
れ
、
馬
が
こ
の
神
社
の
境
内
を
踏
め
ば
病
気
に
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る）

7
（

。
同
社
の
蒼
前
様
に
つ
い
て
、
三
戸
・
八
戸
地
域

で
は
、「
階は

し

上か
み

蒼
前
様
の
妹
分
だ
と
さ
れ
（
中
略
）
本
尊
は
、
烏
帽
子
直
垂
姿
の
武
者
が
馬
に
乗
っ
て
い
る
像
で
、
鉄
製
、
高
さ
十

五
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。
木
ノ
下
の
農
民
が
、
こ
の
地
で
穴
を
掘
っ
て
い
た
さ
い
、
土
の
中
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
輝
く
黄
金
の
像
が
出
て

来
た
た
め
、
こ
れ
を
敬
い
祀
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
祭
神
は
足

た
ら
し

仲な
か
つ

彦ひ
こ
の

尊み
こ
と（

仲
哀
天
皇
）
を
祀
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昔
は
、
馬
を
き
れ
い
に
着
飾
ら
せ
て
大
き
な
鈴
を
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
鳴
り
響
か
せ
な
が
ら
お
参
り
し
た
そ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
『
木
ノ

下
馬
ッ
コ
』
で
、
盛
岡
で
は
、『
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
』
と
い
う）

8
（

。」
因
み
に
「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
ま
つ
り
」
を
行
う
岩
手
県
滝
沢
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市
鬼
越
蒼
前
神
社
（
駒
形
神
社
）
で
は
、
旧
端
午
の
節
供
に
は
農
作
業
を
休
み
、
馬
も
休
息
日
と
し
た
。
将
軍
家
馬
揃
え
と
も
重
な

る
旧
暦
の
六
月
十
五
日
に
は
、
愛
馬
に
鈴
や
美
装
を
施
し
て
蒼
前
神
社
に
参
詣
し
馬
の
息
災
延
命
を
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。

　

気
比
神
社
の
例
大
祭
は
、
平
成
十
二
年
頃
か
ら
毎
年
七
月
第
一
土
曜
日
・
日
曜
日
に
開
か
れ
、
境
内
に
絵
馬
市
が
立
つ
。
昔
の
絵

馬
は
木
製
で
あ
っ
た
が
大
正
期
に
紙
絵
馬
と
な
り
、
牛
や
馬
、
豚
を
描
い
た
絵
馬
を
売
る
露
店
が
出
て
い
る
。
県
内
外
か
ら
く
る
参

拝
者
は
、
露
店
で
自
分
が
飼
育
す
る
家
畜
に
似
た
体
格
や
色
の
絵
馬
を
選
ん
で
購
入
し
て
、
細
か
な
特
徴
や
名
前
な
ど
を
絵
馬
師
に

書
き
足
し
て
も
ら
い
、
神
前
に
持
っ
て
行
く
。
前
年
の
古
い
お
札
と
絵
馬
は
神
社
で
処
分
し
て
も
ら
い
、
新
し
い
絵
馬
と
お
神
酒
を

持
っ
て
神
社
拝
殿
に
行
き
、
お
札
を
授
与
し
て
も
ら
っ
た
り
、
絵
馬
に
「
魂
入
れ
」
を
し
て
も
ら
う
。
こ
の
後
、
再
び
絵
馬
売
り
の

も
と
に
戻
り
絵
馬
を
包
ん
で
も
ら
う
。
持
ち
帰
っ
た
新
し
い
神
社
の
お
札
と
絵
馬
は
、
厩
、
牛
舎
、
豚
舎
に
一
年
間
飾
る
の
で
あ
る
。

お
神
酒
の
半
分
は
神
社
に
奉
納
し
て
残
り
を
境
内
等
で
飲
ん
だ
と
い
う
。
十
和
田
市
か
ら
来
た
絵
馬
師
の
五
代
目
三
浦
教
明
氏
は
、「
今

は
、
売
れ
る
の
は
九
割
方
牛
の
絵
で
馬
は
一
割
位
で
す
か
ね
。
先
代
が
描
い
て
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
馬
の
絵
が
売
れ
て
し
ま
っ
た
ら

写真2　気比神社の絵馬市（平29.7.1）

写真4　孫四郎家の絵馬

写真3　気比神社の絵馬堂に奉納された蒼
前様
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終
わ
り
で
す
か
ね
。」
と
い
う
。
か
つ
て
の
よ
う
な
賑
わ
い
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
牛
馬
の
守
り
神
の
み
な
ら
ず
、
交
通
安
全
の
神

様
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
無
形
民
俗
文
化
財
等
保
存
活
用
委
員
会
編
纂
の
報
告
書
は
、「
氣
比
神
社
の
絵
馬
習
俗
は
、
必
ず
し
も
ソ
ウ
ゼ
ン
信
仰
の

古
態
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
氣
比
神
社
は
「
馬
の
神
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
馬
の
絵
ば
か
り
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
今

日
で
は
周
辺
地
域
の
畜
産
業
の
変
化
に
伴
っ
て
牛
の
絵
が
主
と
な
り
、
ま
た
豚
の
絵
も
加
わ
っ
て
い
る
。（
中
略
）
気
比
神
社
の
絵

馬
が
、
単
に
生
物
と
し
て
の
馬
で
は
な
く
、『
参
詣
者
自
ら
が
飼
う
家
畜
』
と
し
て
の
馬
を
表
し
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
展
開
と
考

え
ら
れ
る）

9
（

。」
と
記
し
て
い
る
。

（
二
）
八
戸
の
蒼
前
信
仰

⑴
八
戸
の
馬
産

　

江
戸
時
代
の
八
戸
藩
に
は
、
妙
野
牧
と
広
野
牧
と
い
う
二
つ
の
藩
牧
が
あ
り
、
各
ム
ラ
共
同
で
管
理
す
る
牧
場
と
し
て
七
百
組
の

民
牧
が
あ
っ
た
と
い
う）

（1
（

。

　

八
戸
は
、
古
来
か
ら
糠
部
（
ぬ
か
の
ぶ
…
青
森
県
東
部
・
岩
手
県
全
域
）
の
駿
馬
の
産
地
と
し
て
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い
た
。
明
治

に
な
っ
て
か
ら
も
良
馬
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
十
年
の
統
計
で
は
、
五
人
に
一
頭
の
割
合
で
馬
が
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
輸
送

馬
、
軍
用
馬
、
競
走
馬
の
需
要
と
と
も
に
農
耕
と
堆
肥
を
と
る
た
め
に
も
重
要
視
さ
れ
、
馬
は
農
家
に
と
っ
て
生
活
上
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
馬
産
と
い
う
八
戸
最
大
の
産
業
を
う
み
だ
し
て
い
た
と
い
う）

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
妙
野
牧
の
休

野
以
後
、
放
牧
飼
い
よ
り
厩
舎
飼
い
が
主
流
と
な
り
、
八
戸
の
馬
は
体
格
的
に
劣
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
軍
馬
は
高
額
で
取

引
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
十
五
年
以
後
、
我
が
国
の
軍
隊
も
機
械
化
が
進
み
、
軍
馬
の
需
要
が
激
減
し
た
。
さ
ら
に
二
十
年
以

後
は
、
農
業
用
化
学
肥
料
が
量
産
さ
れ
堆
肥
の
価
値
も
薄
れ
、
三
十
年
代
に
な
る
と
農
業
用
機
械
の
普
及
で
農
耕
馬
と
し
て
の
価
値

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
四
十
年
以
後
に
は
千
年
の
歴
史
を
有
し
た
糠
部
の
馬
産
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る）

（1
（

。
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⑵
八
戸
の
蒼
前
様

　

こ
の
地
方
の
馬
と
関
わ
る
信
仰
の
中
心
地
は
、
階
上
蒼
前
神
社
と
木
ノ
下
蒼
前
様
（
現
気
比
神
社
）
で
あ
る
。

　

青
森
県
の
一
般
的
な
農
家
は
、「
直す

ご

屋や

」
と
呼
ば
れ
る
長
方
形
の
様
式
で
、
入
口
か
ら
入
る
と
土
間
が
あ
り
、
片
側
が
母
屋
で
反

対
側
に
住
宅
の
三
分
の
一
く
ら
い
の
厩
が
占
め
て
い
る
よ
う
に
、
馬
は
家
族
同
様
に
大
切
に
さ
れ
た
。
蒼
前
様
を
祀
る
社
・
堂
、
小

祠
が
村
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
来
て
蒼
前
信
仰
も
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
馬
を
飼
っ
て
い
る
農
家
や
牧
場
で
は
、
馬
の
保
護
神
と
し

て
崇
祀
し
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
「
蒼
前
」
と
呼
び
、
厩
の
神
と
し
て
祀
っ
て
い
た
。
馬
生
産
者
や
牧
場
主
は
敷
地
内
に
個
人
で
供

養
塔
を
立
て
て
祭
祀
す
る
こ
と
も
あ
り
、
馬
を
飼
育
し
て
い
る
家
で
は
、
馬
の
ご
神
像
を
神
棚
や
厩
に
祀
っ
た
。
ま
た
、
気
比
神
社

の
縁
日
に
は
馬
を
着
飾
ら
せ
て
「
木
ノ
下
詣
」
を
し
た
も
の
で
あ
る）

（1
（

。

　

蒼
前
信
仰
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
た
頃
は
、
蒼
前
様
を
祀
る
社
・
堂
、
小
祠
が
村
の
あ
ち
こ
ち
に
出
来
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年

代
以
降
は
、
蒼
前
信
仰
も
衰
微
し
て
き
た
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
も
蒼
前
様
を
祀
っ
て
い
る
ム
ラ
で
は
、

地
域
全
体
を
守
護
す
る
神
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
牛
を
飼
う
地
域
で
は
、
牛
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
貴
人
や
武
人

が
乗
っ
た
神
像
も
あ
る
が
、
駿
馬
や
愛
馬
を
象
っ
た
神
像
も
あ
る
。
旧
家
に
は
、
八
幡
馬
の
蒼
前
様
も
あ
っ
た
。

①
地
域
の
蒼
前
様

　

地
域
で
蒼
前
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
神
像
に
つ
い
て
、
若
干
の
事
例
を
あ
げ
て
お
く
。
な
お
、
文
献
か
ら
の
事
例
は
、
註
記
（
家
々

の
蒼
前
様
も
同
様
）
し
た
。
階
上
蒼
前
平
の
蒼
前
神
社
と
櫛
引
の
上
矢
倉
蒼
前
神
社
は
、
筆
者
が
実
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
神
社
・
小
祠
の
神
像
の
事
例
】

・
階
上
蒼
前
平
の
蒼
前
神
社
…
…
鋳
物
の
男
女
一
対
の
貴
人
の
騎
馬
像
。

　

草
創
伝
説
に
因
み
、
片
足
が
折
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
に
繋
い
で
も
す
ぐ
に
と
れ
て
し
ま
う
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
ご

神
体
は
、
旧
ご
神
体
を
模
倣
し
て
作
っ
た
木
彫
騎
馬
像
で
あ
る
と
い
う
。
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太
平
洋
戦
争
中
は
、
軍
馬
が
不
足
し
て
農
耕
馬
や
荷
駄
馬
ま
で
戦
地
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
軍
馬
と
し
て
の
資
質
を
備
え
て

い
た
の
が
、
古
く
か
ら
「
妙
野
牧
」
で
あ
っ
た
階
上
地
方
の
馬
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
蒼
前
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
近
隣
や
気
比

神
社
ま
で
行
か
な
い
家
は
参
詣
に
来
て
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う）

（1
（

。

・
花
﨑
の
蒼
前
様
…
…
石
の
騎
馬
像
。
昔
は
、
花
崎
館
の
鬼
門
を
守
る
毘
沙
門
堂
だ
っ
た
石
殿
で
、
周
辺
は
馬
捨
て
場
で
あ
っ
た）

（1
（

。

・
櫛
引
の
上
矢
倉
蒼
前
神
社
…
…
宇
気
母
智
神
が
祭
神
。
小
祠
に
貴
人
の
騎
馬
像
。
櫛
引
の
秋
葉
神
社
を
移
し
た
と
さ
れ
る）

（1
（

。

・
櫛
引
の
大
谷
地
蒼
前
神
社
…
…
赤
の
木
彫
駿
馬
像
。
岩
沢
政
家
の
裏
山
に
鎮
座）

（1
（

。

・
新
井
田
の
塩
入
水
天
宮
の
蒼
前
様
…
…
木
彫
駿
馬
像）

（1
（

。

・
十
日
市
の
熊
野
神
社
内
の
蒼
前
様
…
…
木
彫
葦
毛
馬
像
と
白
馬
像）

（1
（

（
一
対
、
厨
子
入
）。

・
河
原
木
の
日
計
蒼
前
神
社
…
…
駿
馬
像
と
牛
像）

11
（

。

②
家
々
の
蒼
前
様

　

馬
を
飼
育
す
る
農
家
や
牧
場
で
は
、
厩
の
神
と
し
て
蒼
前
様
を
祀
っ
て
い
た
。
馬
を
飼
わ
な
く
な
っ
た
家
で
は
、
厩
か
ら
台
所
の

神
棚
に
移
し
て
祀
っ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
厩
で
は
な
く
最
初
か
ら
家
の
神
棚
に
祀
る
家
も
あ
る
と
聞
く
（
先
述
の
滝
尻
善
英
氏
談
）。

写真5　櫛引の上矢倉蒼前神社、
小祠の蒼前様

写真6　同上
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櫛
引
通
清
水
の
清
水
治
五
右
衛
門
家
、
山
伏
小
路
の
上
野
末
蔵
家
の
蒼
前
様
に
つ
い
て
は
、
話
を
聞
き
、
見
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ

る
。

【
旧
家
の
蒼
前
信
仰
】

　

櫛
引
の
通
清
水
に
は
、「
オ
オ
ヤ
ケ
」（
大
本
家
、
旧
家
）
と
言
わ
れ
る
古
い
家
筋
の
家
が
二
軒
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
産
土
神
を
祀
っ

て
い
る
。
そ
の
一
軒
で
あ
る
清
水
治
五
右
衛
門
家
で
は
、
戦
前
に
軍
馬
の
飼
育
も
し
て
い
た
が
、
戦
後
も
馬
が
い
た
。
三
十
年
前
位

に
は
競
走
馬
を
数
頭
飼
っ
て
お
り
、
天
皇
賞
に
出
場
予
定
で
あ
っ
た
が
直
前
に
ケ
ガ
を
し
て
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
馬
も
い
た
。
厩
祈

祷
に
は
、
下
北
か
ら
回
っ
て
き
た
人
が
あ
り
、
祈
祷
の
際
に
は
、
米
・
リ
ン
ゴ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ご
ぼ
う
な
ど
七
色
の
お
供
え
を
す
る
。

お
札
を
頂
き
厩
に
は
っ
た
。
回
っ
て
く
る
人
が
来
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
別
当
を
し
て
い
る
カ
マ
ド
（
清
水
家
の
分
家
）
に
頼
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
父
親
の
三
千
雄
が
祈
祷
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た）

1（
（

。
な
お
、
清
水
家
の
台
所
の
神
棚
に
は
、
か
つ
て
は
厩
に
祀

ら
れ
て
い
た
と
い
う
烏
帽
子
直
垂
姿
の
貴
人
が
ま
た
が
っ
た
八
幡
馬
（
厨
子
入
り
）
と
馬
の
木
彫
が
「
蒼
前
様
」
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
る
（
九
三
頁
写
真
26
・
27
）。
ま
た
、
気
比
神
社
の
絵
馬
や
相
馬
中
村
神
社
祈
祷
神
符
も
共
に
祀
ら
れ
て
い
た
。

【
家
々
で
祀
る
蒼
前
様
の
事
例
】

・
金
浜
の
蒼
前
様
…
…
木
彫
騎
馬
像
二
体
（
厨
子
入
）、
福
島
県
相
馬
の

吉
田
神
社
の
陶
器
の
馬
、
八
幡
馬
、
三
春
駒
。

　

山
伏
小
路
の
上
野
氏
の
金
浜
の
実
家
で
は
、
馬
を
三
頭
飼
っ
て
お
り
、

厩
に
蒼
前
様
を
祀
っ
て
い
た
。
旧
暦
の
六
月
一
日
早
朝
に
は
「
木
ノ
下
の

お
蒼
前
様
」
に
、
馬
に
腹
ス
ト
や
鈴
を
つ
け
て
お
参
り
に
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
上
野
家
で
は
、
二
頭
を
馬
小
作
に
出
し
て
い
た
。
馬
小
作
と
は
、

競
走
馬
作
り
の
馬
を
預
け
て
、
子
を
生
ま
せ
、
そ
の
仔
馬
を
売
っ
た
時
の

代
金
は
、
貸
主
対
小
作
が
六
対
四
で
分
配
し
た）

11
（

。

写真7　上野家の蒼前様
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・�

上
長
地
区
の
表
河
原
宗
前
宮
…
…
木
彫
駿
馬
像
。
小
笠
原
菊
美
家
の
裏
手
に
鎮
座
。
例
大
祭
は
六
月
十
五
日
で
、
そ
の
時
に
は
地

域
の
人
々
も
集
ま
る
。
か
つ
て
は
牛
馬
を
飼
っ
て
お
り
、
昭
和
二
十
六
年
に
皇
太
子
（
今
上
天
皇
）
が
来
八
し
た
際
、
小
笠
原
菊

松
の
愛
馬
「
菊
花
号
」
の
馬
毛
で
製
作
し
た
八
幡
馬
を
献
上
し
た）

11
（

と
も
い
う
。

・
十
日
市
の
畑
中
徳
蔵
家
の
三
神
小
祠
の
蒼
前
様
…
…
木
彫
駿
馬
像
と
貴
人
の
騎
馬
像）

11
（

。

・�

妙
の
久
保
武
雄
家
の
蒼
前
様
…
…
木
彫
騎
馬
像
。
昔
は
、
小
祠
が
あ
り
、
そ
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
小
祠
が
古
く
な
っ
た
の

で
母
屋
の
神
棚
に
移
し
た）

11
（

。

・�

河
原
木
の
中
村
弘
志
家
の
蒼
前
様
…
…
木
彫
馬
像
。
父
の
体
調
が
悪
か
っ
た
際
に
、
カ
ミ
サ
マ
（
祈
祷
師
）
の
お
告
げ
で
、
小
田

八
幡
宮
の
蒼
前
様
を
分
霊
し
て
も
ら
い
、
木
彫
の
馬
像
に
魂
入
れ
を
し
て
、
納
め
た
と
い
う
。
そ
の
馬
像
は
、
木
版
を
馬
の
型
に

切
り
取
り
、
板
の
上
に
立
て
た
簡
単
な
つ
く
り
で
あ
る
と
い
う）

11
（

。

二
、
郷
土
玩
具
「
八
幡
馬
」
の
発
祥
と
製
作
者

（
一
）
故
事
来
歴

　

青
森
県
八
戸
市
の
代
表
的
郷
土
玩
具
で
、
木
馬
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
八
幡
馬
」
の
創
始
で
あ
る
が
、
畑
野
栄
三
に
よ

る
と
「
八
幡
馬
の
由
来
書
に
は
、『
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
に
京
か
ら
一
人
の
木
工
師
が
旅
し
て
来
て
是
川
村
の
天
狗
沢
に
住
み
つ

き
、
こ
こ
で
木
工
や
塗
り
物
を
業
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
部
落
の
溜
池
の
水
換
え
作
業
の
際
に
、
泥
の
中
か
ら
馬
形
の
木
片
を
拾
い
、

そ
れ
を
手
本
に
木
馬
作
り
を
思
い
立
っ
た
』
と
記
さ
れ
て
い
る）

11
（

」
と
あ
る
よ
う
に
当
初
の
製
作
地
は
天
狗
沢
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三

十
年
代
で
途
絶
え
た
。

　

一
方
、
明
治
初
年
か
ら
、
隣
村
の
笹
子
に
住
む
大
久
保
家
が
、
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
、
伝
統
的
技
法
の
「
鉈
削
り
」
で
木
馬
を

作
り
始
め
た
。
現
在
も
、
伝
統
に
従
っ
て
手
作
り
で
一
体
ず
つ
作
っ
て
い
る
の
は
、
大
久
保
家
四
代
目
の
直
次
郎
氏
だ
け
で
あ
る
。
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昭
和
二
十
九
年
に
は
、
高
橋
利
典
氏
が
機
械
製
作
の
八
幡
馬
製
作
会
社
を
設
立
し
て
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

（
二
）
櫛
引
八
幡
宮
と
の
絆
―
―
愛
馬
の
安
寧
と
子
ど
も
の
守
護
―
―

　

櫛
引
八
幡
宮
は
、
元
は
根ね

じ

城よ
う

の
南
部
氏
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
が
、
後
に
盛
岡
の
南
部
氏

が
こ
の
地
を
治
め
る
と
き
に
直
轄
し
た
神
社
で
、
南
部
一
宮
に
な
っ
て
い
る
。
同
宮
の
八

幡
馬
に
つ
い
て
の
解
説
で
は
、「
江
戸
時
代
、
南
部
藩
は
馬
産
で
藩
財
政
を
賄
う
た
め
、

櫛
引
八
幡
宮
で
馬
市
を
開
い
て
い
た
。
売
ら
れ
て
い
く
愛
馬
の
安
寧
を
願
い
、
そ
の
身
代

わ
り
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
こ
の
木
馬
で
、
の
ち
に
郷
土
玩
具
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
馬
に
描
か
れ
て
い
る
模
様
の
由
来
は
、『
流
鏑
馬
の
と
き
の
馬
に
飾
り
を
表
現
し
た
も
の
』

『
馬
に
乗
っ
て
嫁
入
り
し
た
際
、
馬
を
飾
り
立
て
た
様
子
を
表
現
し
た
も
の
』
と
の
二
説

が
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
同
宮
神
職
の
高
島
常
美
氏
（
六
十
三
歳
）
に
よ
る
と
、
生

き
た
馬
を
奉
納
す
る
代
わ
り
と
し
て
、
木
馬
を
お
祀
り
し
た
も
の
と
言
う
。
ま
た
、「
八

幡
馬
」
を
ヤ
ワ
タ
ウ
マ
と
言
い
、
八
幡
駒
と
言
わ
な
い
理
由
は
、「
駒
」
は
若
々
し
い
牡

馬
に
対
す
る
言
い
方
で
あ
っ
て
、
こ
の
木
馬
は
オ
ス
・
メ
ス
両
方
を
意
味
す
る
か
ら
「
ウ

マ
」
な
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

馬
の
守
護
だ
け
で
な
く
、
子
供
の
守
護
と
し
て
も
同
八
幡
宮
参
詣
者
な
ど
に
人
気
を
博

し
た
と
い
う
。
三
上
強
二
は
、
名
称
か
ら
み
て
も
、
櫛
引
八
幡
宮
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
八
幡
馬
を
購も

と

め
て
、
神
社
で
祈
願
し
た
も
の
を
家
に

持
ち
帰
っ
て
神
棚
に
供
え
た
も
の
で
、
子
ど
も
の
数
だ
け
購
め
て
一
年
間
無
事
に
過
ぎ
る

写真8　櫛引八幡宮秋季大祭で、八幡馬を
売る大久保直次郎氏

写真9　櫛引八幡宮秋季大祭
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と
、
そ
れ
を
ま
た
神
社
に
奉
納
し
て
、
新
し
い
も
の
を
購
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）

11
（

と
述
べ
て
い
る
。

　

小
井
川
は
、
昔
か
ら
ず
う
っ
と
続
い
て
来
て
い
る
も
の
は
や
は
り
あ
の
「
馬う

ま

こ
」「
八や

幡わ
た

馬う
ま

こ
」
で
あ
っ
た
。
櫛
引
八
幡
宮
は
建

武
の
昔
か
ら
流
鏑
馬
の
神
事
が
行
わ
れ
た
の
で
、
八
幡
馬
を
こ
の
流
鏑
馬
に
ひ
っ
つ
け
て
考
え
る
人
が
多
い
が
、
そ
う
か
も
し
れ
ぬ

と
言
い
な
が
ら
こ
っ
そ
り
別
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
勿
論
記
録
は
お
宮
に
何
一
つ
な
い
。
八
幡
馬
も
も
と
も
と
は
子
供
の
丈
夫
に

育
つ
よ
う
に
な
ど
と
い
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
男
の
子
供
の
数
だ
け
買
っ
て
来
て
牽
か
せ
た
こ
と
に
そ
の
名

残
は
認
め
ら
れ
る
が
、
あ
と
で
は
専
ら
馬
の
安
泰
を
祈
っ
た
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
地
方
で
は
馬
と
い
う
も
の
が
大
き
な
位
置

を
占
め
て
い
る
の
で
、
南
部
で
は
絵
馬
と
い
う
と
ほ
と
ん
ど
全
く
が
馬
に
な
っ
て
そ
の
馬
が
馬
の
祈
願
に
な
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

八
幡
馬
も
そ
う
し
た
よ
う
な
経
路
を
た
ど
っ
て
今
日
で
は
た
だ
の
玩
具
と
い
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
が
売
買
す
る
の
を
見
る
と
馬
の
値

の
よ
う
に
三
十
両
と
か
五
十
両
と
か
い
う
額
で
売
買
し
て
い
た）

11
（

と
述
べ
て
い
る
。

　

櫛
引
八
幡
宮
神
職
の
高
島
氏
や
三
上
、
小
井
川
が
謂
わ
ん
と
し
た
こ
と
は
、「
馬
コ
」（
後
の
「
八
幡
馬
コ
」）
は
、
絵
馬
と
同
様
に
、

人
々
の
強
い
願
望
や
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
源
流
は
昔
か
ら
馬
が
担
っ
て
い
た
信
仰
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
創
始
者
・
天
狗
沢
の
孫
作

⑴
孫
作
一
族
の
来
歴
と
天
狗
山
神
社

　

八
戸
西
方
の
山
間
地
・
是
川
の
天
狗
沢
に
住
み
着
い
た
木
地
師
・
孫
作
の
一
族
の
当
主
は
、
代
々
孫
作
を
名
乗
り
、
家
業
は
、
千

遍
塗
の
漆
器
作
り
で
あ
っ
た
。
小
井
川
は
、
孫
作
の
家
は
、
家
伝
で
は
五
戸
在
の
前
田
か
ら
天
狗
沢
に
移
っ
て
き
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
山
か
ら
山
へ
渡
っ
て
歩
い
た
山
人
の
居
着
い
た
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
、
笹
子
も
そ
の
姻
戚
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
天
狗

沢
は
「
隠
れ
里
」
と
呼
ば
れ
、
山
間
の
上
是
川
に
あ
っ
た
。
孫
作
家
に
素
晴
ら
し
い
馬
の
絵
が
あ
っ
た
。
清せ

い

水す
い

寺じ

の
檀
頭
を
し
て
お

り
、
寺
に
は
重
箱
や
吸
物
椀
が
残
っ
て
い
る
。
八
戸
の
西
二
里
館
村
大
字
八
幡
に
あ
る
櫛
引
八
幡
宮
で
、
八
月
十
四
・
十
五
日
の
流

鏑
馬
が
で
る
大
祭
時
に
売
る
八
幡
馬
は
天
狗
沢
で
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
に
多
く
作
っ
て
い
た
の
は
、
笹
子
の
大
久
保
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倉
松
（
明
六
～
昭
十
四
）
で
あ
り
、
天
狗
沢
は
前
田
善
次
郎
（
明
二
十
～
不

明
）
で
あ
っ
た
。
孫
作
の
家
で
は
、
塗
物
を
や
る
片
手
間
に
若
い
者
ら
の

小
遣
い
銭
と
り
に
作
ら
せ
た
の
だ
と
伝
え
て
い
る）

1（
（

。

　

孫
作
の
本
家
は
、
八
戸
藩
主
か
ら
特
に
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
家
柄
で

「
オ
イ
」
の
屋
号
で
よ
ば
れ
、
豪
農
な
ど
の
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど

の
財
力
が
あ
り
、
隆
盛
を
き
わ
め
た
。
耕
作
時
に
は
五
十
頭
を
越
す
荷
馬

の
行
く
様
は
壮
観
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
何
代
目
か
の
孫
作
の

放
蕩
三
昧
で
家
運
を
傾
け
、
膨
大
な
財
産
を
失
い
、
血
統
も
絶
え
、
豪
邸

も
昭
和
三
十
年
代
に
姿
を
消
し
た
と
い
う）

11
（

。
昭
和
三
十
年
代
の
天
狗
沢
に

は
、
三
系
統
の
前
田
姓
が
十
五
軒
程
あ
っ
た
。
そ
の
筆
頭
は
、
孫
作
系
統

の
「
オ
イ
マ
キ
」
で
、
屋
号
で
い
う
と
「
オ
イ
（
孫
作
本
家
）、
サ
ト
ウ
（
孫

四
郎
家
）、
サ
ト
ウ
カ
モ
（
マ
）
ド
（
孫
四
郎
家
の
分
家
）、
カ
モ
（
マ
）
ド
、

シ
モ
、
マ
イ
コ
、
ハ
タ
ケ
ナ
」
の
七
軒
で
、
清
水
寺
の
檀
家
に
な
っ
て
い

る）
11
（

。

　

天
狗
沢
に
は
、
前
田
孫
作
が
一
族
の
守
護
神
と
し
て
建
立
し
た
「
天
狗

山
神
社
」
が
鎮
座
し
て
い
る
。
社
伝
に
よ
る
と
創
建
は
、
永
仁
元
年
（
一

二
九
三
）
で
、
六
度
再
建
し
て
い
る
。
祭
神
は
猿
田
毘
古
大
神
、
例
祭
日

は
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
孫
作
本
家
の
没
落
で
一
時
人
手
に
わ
た
っ

て
い
た
が
、
姻
戚
の
前
田
英
憲
宮
司
の
父
が
買
い
戻
し
て
例
祭
日
に
祭
典

を
行
っ
て
い
る
。

写真11　同左

写真10　天狗山神社
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⑵
天
狗
沢
・
最
後
の
八
幡
馬
製
作
者

　

孫
作
の
江
戸
初
期
頃
の
分
家
と
い
わ
れ
る
孫
四
郎
家
で
は
、
孫
作
の
本
家
が
あ
っ
た
場
所
に
、「
八
幡
馬
発
祥
の
地
」
と
刻
ん
だ

木
碑
を
建
立
し
た
。
現
在
の
石
碑
は
、
現
当
主
の
前
田
貞
直
氏
（
昭
二
十
六
生
）
が
平
成
二
十
八
年
四
月
に
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

孫
四
郎
家
は
、
根
城
南
部
氏
が
遠
野
に
移
っ
た
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
頃
に
、
孫
作
の
「
家
来
カ
モ
（
マ
）
ド
」（
分
家
、
孫
作

の
娘
婿
か
、
元
は
佐
藤
姓
）
と
な
っ
た
家
で
、
貞
直
氏
の
曽
祖
父
で
あ
る
長
松
（
明
十
二
～
昭
二
十
八
）
と
そ
の
父
菊
松
（
安
政
四
～
昭

十
二
）
の
二
人
で
昭
和
十
年
代
ま
で
八
幡
馬
を
作
っ
て
お
り
、
長
松
の
弟
の
與
吉
（
明
二
十
七
～
昭
三
十
八
）
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で

作
っ
て
い
た
。
與
吉
は
器
用
な
人
で
、
樵
や
農
業
の
か
た
わ
ら
八
幡
馬
作
り
や
漆
塗
り
を
し
て
い
た
天
狗
沢
最
後
の
製
作
者
で
あ
る
。

與
吉
は
、
一
番
手
先
が
器
用
な
甥
の
長
吉
（
大
十
二
～
昭
二
十
一
、
長
松
四
男
）
を
八
幡
馬
作
り
の
後
継
者
に
と
勧
め
て
い
た
。
長
吉
は
、

サ
ル
キ
チ
と
あ
だ
名
さ
れ
る
ほ
ど
馬
好
き
で
、
家
出
を
し
て
競
馬
の
騎
手
に
な
り
、
見
習
騎
手
の
ま
ま
、
昭
和
十
八
年
日
本
ダ
ー
ビ

写真12　天狗沢の孫四郎家（孫作の分家）
と敷地内に建てられた石碑「八幡馬発祥の地」

写真13　大久保家

写真14　八幡馬（大久保岩太郎作）
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ー
に
騎
乗
し
て
優
勝
、
二
十
歳
で
三
冠
を
制
し
た
。
し
か
し
満
州
に
出
征
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
生
還
で
き
な
か
っ
た）

11
（

（
享

年
二
十
三
）。

（
四
）
笹
子
・
大
久
保
家
に
お
け
る
八
幡
馬
の
製
作

⑴
大
久
保
家
代
々
の
製
作
者

　

笹
子
は
、
天
狗
沢
と
徒
歩
三
十
分
位
の
距
離
に
位
置
し
、
屋
根
の
葺
き
替
え
な
ど
の
相
互
扶
助
を
行
う
隣
村
で
あ
る
。
江
戸
末
期

に
生
ま
れ
た
大
久
保
家
の
初
代
重
吉
は
、
溜
池
の
泥
の
中
か
ら
馬
形
の
木
片
を
拾
い
、
そ
れ
を
手
本
と
し
て
、
明
治
初
年
頃
の
十
六

歳
の
時
に
創
作
し
た
と
伝
え
る
。
小
井
川
は
、
天
狗
沢
の
孫
作
一
族
の
姻
戚
（
先
述
）
と
も
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
木
馬
は
、
天
狗
沢
・
孫
作
の
木
馬
と
全
く
の
同
形
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
製
作
さ
れ
た
。

　

赤
松
の
木
を
鉈
や
ノ
ミ
で
削
り
、
ニ
カ
ワ
で
と
か
し
た
鍋
ス
ス
を
塗
り
、
本
物
の
馬
の
毛
を
植
え
、
乗
馬
の
盛
装
姿
と
し
て
千
代

紙
で
飾
り
、
あ
ぶ
み
手
綱
や
鈴
を
表
現
す
る
点
々
を
描
い
た
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
。
徐
々
に
種
類
も
増
え
、
当
初
の
黒
馬
の
ほ
か

に
白
馬
、
赤
馬
、
背
中
に
人
や
猿
を
乗
せ
た
馬
、
台
車
の
上
に
大
小
の
親
子
馬
（
或
い
は
夫
婦
馬
）
が
乗
っ
て
い
る
遊
び
用
の
も
の

も
作
ら
れ
、
櫛
引
八
幡
宮
参
詣
者
に
人
気
を
博
し
た
。
直
線
加
工
の
鉈
を
使
い
、
胸
や
腹
部
分
に
は
曲
線
加
工
を
し
て
、
千
代
紙
を

貼
っ
た
木
馬
は
傑
作
と
さ
れ
、
次
第
に
高
い
評
価
を
受
け
て
、
大
正
時
代
末
頃
か
ら
有
名
に
な
っ
て
い
っ
た
。
重
吉
は
、
創
意
工
夫

を
重
ね
「
八
幡
馬
」
製
作
の
基
礎
を
築
き
、
大
正
十
一
年
に
七
十
八
歳
で
死
去
し
た
。
第
二
代
の
倉
松
は
、
明
治
六
年
に
生
ま
れ
、

先
代
の
後
継
者
と
し
て
高
評
価
を
受
け
始
め
た
八
幡
馬
製
作
の
中
心
と
な
り
、
基
礎
固
め
を
行
い
、
昭
和
十
四
年
六
十
六
歳
で
死
去

し
た
。
第
三
代
の
岩
太
郎
は
、
明
治
三
十
六
年
に
生
ま
れ
、
最
盛
期
に
は
沢
山
の
八
幡
馬
を
作
り
、
名
人
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、

戦
中
戦
後
の
混
乱
や
馬
産
業
の
衰
退
に
よ
り
、
郷
土
玩
具
を
求
め
る
人
は
減
少
し
て
き
た
。
昭
和
三
十
五
年
頃
ま
で
は
、「
八
幡
馬
」

を
作
っ
て
い
る
親
戚
が
三
軒
あ
っ
た
が
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
人
で
伝
統
を
守
っ
て
い
た
が
、
昭
和
四

十
六
年
に
病
気
に
な
り
六
十
八
歳
で
世
を
去
っ
た
。
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⑵
伝
統
を
継
承
し
た
四
代
目
・
直
次
郎
氏

　

大
久
保
家
四
代
目
・
大
久
保
直
次
郎
氏
は
、
昭
和
十
七
年
に
七
人
兄
弟
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
奇
し
く
も
午
の
年
で
あ
っ
た
。

子
供
の
頃
、
色
塗
り
の
手
伝
い
は
し
た
が
、
作
り
方
を
教
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
、
継
ぐ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
。

北
海
道
で
と
び
職
を
し
て
い
た
が
、
二
十
九
歳
の
時
に
父
岩
太
郎
が
亡
く
な
り
、
家
に
帰
っ
て
父
の
遺
作
を
目
の
当
た
り
に
し
、
初

め
て
「
い
い
な
あ
」
と
思
っ
た
。
そ
の
上
、
注
文
品
も
残
っ
て
い
た
の
で
、
米
作
り
を
し
な
が
ら
の
「
八
幡
馬
」
製
作
を
継
承
す
る

決
意
を
固
め
た
。
当
初
は
失
敗
も
多
く
、
材
料
は
風
で
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
う
の
で
あ
る
が
、
時
期
に
よ
っ
て
は
縦
に
線
が
入
り
割

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
梅
雨
の
時
期
に
板
を
切
り
出
し
、
ボ
ン
ド
で
割
れ
を
防
ぐ
な
ど
の
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
木
の

目
を
見
て
削
ら
な
い
と
「
ガ
バ
ッ
」
と
削
れ
て
し
ま
う
の
で
、
五
年
位
は
無
我
夢
中
で
苦
労
も
多
か
っ
た
。
木
材
は
、
昔
は
赤
松
で

あ
っ
た
が
、
今
は
節
の
な
い
正
目
の
桂
（
赤
肌
）
と
青
森
ヒ
バ
（
白
肌
）
を
使
う
。
切
り
出
し
に
鋸
を
使
う
が
、
腹
と
脚
は
ノ
ミ
で

写真15　工房で作業をする大久保直次郎氏

写真16　八幡馬の白木と親子馬（大久保
直次郎作）

写真17　「はっち」の「八幡馬列柱」
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削
り
、
殆
ど
は
鉈
で
削
る
。
木
の
選
択
か
ら
鉈
彫
り
、
タ
テ
ガ
ミ
や
尾
の
取
り
付
け
、
色
塗
り
等
の
作
業
を
一
人
で
行
っ
て
い
る
。「
一

番
難
し
い
の
は
胸
で
、
親
父
の
代
ま
で
は
腹
が
ま
っ
す
ぐ
で
胸
も
ス
ト
ン
と
し
て
い
た
が
、
自
分
は
柔
ら
か
い
胸
の
ふ
く
ら
み
が
出

る
よ
う
に
、
丸
み
を
よ
け
い
に
出
し
ま
し
た
。
こ
の
丸
み
が
一
番
気
を
遣
う
と
こ
ろ
で
す
。
飾
り
は
、
花
嫁
が
乗
っ
た
馬
の
飾
り
と

言
わ
れ
、
白
い
点
々
は
鈴
を
表
し
て
い
ま
す
。
昔
よ
く
作
っ
た
の
は
、
台
車
に
乗
っ
た
親
子
馬
で
す
。
黒
馬
と
赤
馬
は
夫
婦
あ
る
い

は
親
子
を
表
し
、
白
馬
は
御
神
馬
で
す
。『
猿
乗
り
』
は
、
顔
は
赤
い
が
目
な
ど
は
な
く
、
頭
に
猿
の
毛
を
模
し
た
兎
の
毛
を
つ
け

て
い
ま
す
。
結
構
手
間
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

八
戸
市
の
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
は
っ
ち
」
の
入
り
口
に
作
ら
れ
た
六
本
の
「
八
幡
馬
列
柱
」
に
は
、
直
次
郎
が
作
っ

た
黒
・
赤
・
白
木
の
八
幡
馬
が
二
八
八
体
び
っ
し
り
と
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
製
作
に
一
年
以
上
を
要
し
た
と
い
う
。
八
戸
で
唯

一
鉈
削
り
と
い
う
伝
統
的
な
技
法
で
八
幡
馬
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
褒
賞
、
青
森
県
文
化

賞
な
ど
を
受
賞
し
た
。
現
在
は
、
青
森
県
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

櫛
引
八
幡
宮
の
例
大
祭
の
日
に
は
、
長
野
県
松
本
市
に
住
む
娘
の
優
子
氏
も
一
家
で
帰
り
、
両
親
と
共
に
境
内
で
出
店
し
て
い
る
。

優
子
氏
は
、
年
に
数
回
里
帰
り
し
て
作
業
を
手
伝
い
、
ま
た
技
術
専
門
学
校
の
木
材
工
芸
科
で
学
び
、
糸
鋸
や
彫
刻
刀
を
使
い
ミ
ニ

サ
イ
ズ
の
「
八
幡
馬
」
を
松
本
で
作
っ
て
い
る
。
夫
君
の
理
解
と
激
励
も
あ
り
子
育
て
を
し
な
が
ら
、「
四
代
続
い
た
伝
統
を
途
絶

え
さ
せ
た
く
な
い
。
一
生
の
仕
事
に
す
る
。」
と
決
め
、
会
社
勤
め
を
や
め
た
そ
う
で
あ
る
。

三
、
八
幡
馬
の
源
流
―
―
八
幡
馬
と
蒼
前
様
―
―

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
郷
土
玩
具
の
八
幡
馬
は
、
櫛
引
八
幡
宮
で
か
つ
て
開
か
れ
て
い
た
馬
市
で
、
売
ら
れ
て
い
く
愛

馬
の
安
寧
を
願
い
、
そ
の
身
代
わ
り
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
守
護
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他

方
、
八
戸
地
方
の
馬
に
関
わ
る
信
仰
で
、
最
も
広
範
に
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
は
、
馬
を
守
護
す
る
蒼
前
様
で
あ
る
。
八
幡
馬
の
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源
流
を
探
求
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
八
幡
馬
の
古
形
と
さ
れ
る
も
の
か
ら
考
察
し
て
、
併
せ
て
蒼
前
神
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

（
一
）
八
幡
馬
の
古
形
と
「
サ
ル
ノ
リ
」

　

八
幡
馬
の
形
も
創
始
期
の
も
の
は
、
胴
が
長
く
て
足
が
短
い
。
首
も
長
く
、
胸
が
ス
ー
と
伸
び
て
口
が
薄
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、
北
海
道
の
「
ド
サ
ン
コ
」
と
い
う
改
良
さ
れ
な
い
時
代
の
馬
の
形
だ
と
い
う）

11
（

。

　

筆
者
は
、
八
幡
馬
の
古
い
形
と
言
わ
れ
る
も
の
を
三
種
確
認
出
来
た
。
一
つ
は
、
象
ら
れ
た
動
物
の
猿
が
乗
っ
て
い
る
「
猿
乗
り
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
人
形
（
貴
人
・
武
者
顔
の
貴
人
）
が
ま
た
が
っ
て
い
る
も
の
で
、
創
始
者
一
族
の
家
で
「
サ

ル
ノ
リ
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
小
井
川
潤
次
郎
蒐
集
品
に
あ
る
明
治
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
騎
乗
者

の
な
い
馬
で
あ
る
。

　

な
お
、「
猿
乗
り
・
サ
ル
ノ
リ
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
猿
を
象
っ
た
動
物
が
乗
っ
て
い
る
八
幡
馬
を
郷
土
玩
具
関
係
書
物
で
は
、

「
猿
乗
り
」
と
表
記
し
て
い
る
の
に
な
ら
い
、
本
項
で
も
同
様
に
し
た
。
人
形
が
ま
た
が
っ
て
い
る
八
幡
馬
に
つ
い
て
は
、
郷
土
玩

具
の
書
物
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
呼
称
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
し
た
。

⑴
馬
に
猿
が
乗
っ
て
い
る
「
猿
乗
り
」

　

武
井
武
雄
は
、
八
幡
馬
に
つ
い
て
「
八
戸
の
八
幡
駒
」
と
記
し
て
、
古
く
は
黒
駒
で
朱
の
点
々
が
う
っ
て
あ
っ
た
。
古
型
の
特
徴

は
、
眼
に
金
紙
又
は
銀
紙
の
菱
形
に
切
っ
た
物
が
張
ら
れ
て
あ
り
、
尾
は
ピ
ン
と
立
っ
て
い
る
。
型
の
異
種
と
し
て
は
横
に
仔
馬
を

連
れ
て
い
る
の
も
あ
る
が
、
最
古
か
ら
あ
る
も
の
は
猿
が
乗
っ
て
い
る
や
つ
で
あ
ろ
う）

11
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
武
井
説
を
基
に
検
証

す
る
と
、
冒
頭
の
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
赤
星
平
馬
旧
蔵
の
「
猿
乗
り
」
の
形
状
は
武
井
の
記
し
た
通
り
で
、
し
か
も
簡
略
化
さ

れ
る
以
前
に
作
ら
れ
た
一
刀
彫
の
愛
ら
し
い
表
情
の
猿
が
馬
に
乗
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
畑
野
栄
三
が
著
し
た
『
全
国
郷
土
玩
具
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ガ
イ
ド
①
』
に
、
名
人
と
言
わ
れ
た
大
久
保
家
三
代
目
の
岩
太
郎
作
の
初
期
の
猿
乗
り
が
二
種
掲
載
さ
れ
て
お
り）

11
（

、
そ
の
古
風
な
方

に
類
似
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
百
年
程
前
に
、
笹
子
の
大
久
保
倉
松
か
そ
の
姻
戚
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て

い
る
。
古
形
の
名
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

櫛
引
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
「
猿
乗
り
」
は
、
大
久
保
家
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
猿
の
頭
に
兎
の
毛
と
言
わ
れ
る
白

い
毛
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
刀
彫
の
猿
が
騎
乗
し
て
い
る
も
の
の
次
の
形
で
あ
ろ
う
。
大
久
保
直
次
郎
氏
に
よ
る
と
馬
に
人

形
や
猿
を
彫
っ
て
乗
せ
る
の
は
、
手
間
も
か
か
り
、
技
術
的
に
も
難
し
い
と
い
う
。

　

小
井
川
は
、
先
述
の
武
井
説
の
『
日
本
郷
土
玩
具
（
東
の
部
）』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
猿
乗
り
」（
先
述
の
櫛
引
八
幡
宮
の
も
の
に

よ
く
似
て
い
る
）
は
、
笹
子
の
製
作
で
大
正
八
・
九
年
の
頃
三
十
ば
か
り
作
っ
て
大
阪
へ
や
っ
た
と
い
う
も
の
の
一
つ
ら
し
い
。
ま
た
、

掲
載
し
た
写
真
の
猿
乗
り
が
最
古
か
ど
う
か
に
は
大
き
な
疑
い
が
あ
る）

11
（

と
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
も
小
井
川
説
と
同
じ
く
武
井
が
掲

載
し
た
写
真
の
猿
乗
り
は
年
代
的
に
も
形
態
的
に
も
最
古
の
形
と
は
思
え
な
い
。

⑵
馬
に
人
形
が
ま
た
が
っ
て
い
る
「
サ
ル
ノ
リ
」

　

人
形
が
馬
に
差
し
込
ま
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
「
サ
ル
ノ
リ
」
は
、
人
形
の
手
に
く

ぼ
み
が
あ
り
、
手
綱
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
Ａ
）　

孫
四
郎
家
の
神
棚
の
「
サ
ル
ノ
リ
」（
貴
人
が
騎
乗
）

　

今
は
な
き
天
狗
沢
の
孫
作
本
家
（
前
述
）
の
隣
地
に
、
孫
四
郎
家
の
屋
敷
は
あ
り
、
前
田

長
一
（
孫
四
郎
家
の
四
十
七
代
目　

昭
和
三
～
平
十
八
）
家
族
が
住
ん
で
い
た
。
櫛
引
八
幡
宮

神
職
の
高
島
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
頃
前
田
家
の
神
棚
を
取
り
壊
す
に
あ
た
っ
て
、
宮
司
と

一
緒
に
出
向
い
た
。
そ
の
時
に
、
烏
帽
子
、
直
垂
姿
の
貴
人
が
ま
た
が
っ
て
い
る
古
い
八
幡

馬
を
発
見
し
て
「
あ
っ
、
サ
ル
が
い
る
」
と
叫
び
、
そ
の
八
幡
馬
を
奉
納
し
て
頂
い
た
と
い

写真18　大久保家製作の八幡馬の猿乗り
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写真19　孫四郎家の神棚に祀られていた八
幡馬のサルノリ（櫛引八幡宮への奉納品）A

写真23　天狗沢の孫作・前田松次郎製作、
八幡馬の古形（小井川潤次郎旧蔵品）

写真20　同左

写真24　明治時代に作られた八幡馬（小
井川潤次郎旧蔵品）

写真21　孫四郎家
の床の間にあげら
れていた八幡馬の
サルノリ（前田貞
直氏所蔵品）B 写真22　同左
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う
。
現
在
も
同
宮
に
「
前
田
長
一
家
の
神
棚
に
あ
っ
た
サ
ル
ノ
リ
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
長
一
の
長
男
貞
直
は
、
あ
の
家
は

昭
和
二
十
八
年
に
建
て
替
え
た
家
で
、
そ
の
神
棚
は
台
所
に
あ
っ
た
馬
用
の
神
棚
で
、
建
て
替
え
以
前
は
厩
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
と
言
う
。

（
Ｂ
）　

孫
四
郎
家
の
床
の
間
の
「
サ
ル
ノ
リ
」（
武
者
顔
の
貴
人
が
騎
乗
）

　

昭
和
四
十
九
年
、
結
婚
に
よ
り
天
狗
沢
を
離
れ
、
田
向
に
居
住
し
て
い
る
前
田
貞
直
家
に
あ
る
烏
帽
子
、
直
垂
姿
、
武
者
顔
の
貴

人
の
人
形
が
乗
っ
て
い
る
厨
子
入
の
八
幡
馬
（
写
真
21
・
22
）
は
、
同
じ
く
天
狗
沢
の
長
一
家
の
床
の
間
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
と

い
う
。
こ
れ
も
、
前
田
家
で
は
、「
サ
ル
ノ
リ
」
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

⑶
馬
に
人
形
が
ま
た
が
っ
て
い
る
「
八
幡
馬
」
の
古
形
―
―
小
井
川
潤
次
郎
蒐
集
品
―
―

　

小
井
川
は
、
大
正
八
年
か
九
年
に
当
時
の
孫
作
・
前
田
松
次
郎
（
明
六
～
昭
十
一
）
に
昔
の
型
の
八
幡
馬
（
写
真
23
）
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
八
幡
馬
の
来
歴
を
推
測
し
て
、「
流
鏑
馬
の
長あ

げ

馬う
ま

だ
と
い
う
の
は
松
次
郎
の
孫
作
が
射
手
衆
を
乗

せ
た
馬
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
で
も
間
違
い
な
い
と
思
う
。
こ
れ
を
武
井
武
雄
が
猿
乗
り
と
い
う
こ
と
に
し
て
紹
介
し
た
の
で
、

も
の
が
こ
ん
が
ら
か
っ
た）

11
（

」
と
記
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、
発
祥
の
地
・
天
狗
沢
で
は
、
流
鏑
馬
の
長
馬
を
模
し
て
木
馬
を
作

り
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
る
八
幡
宮
の
名
を
冠
し
て
「
八
幡
馬
」
と
称
し
、
人
形
が
騎
乗
し
た
も
の
を
「
サ
ル
ノ
リ
」
と
呼
ん
で
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

筆
者
は
、
小
井
川
家
の
ご
厚
意
で
、
潤
次
郎
蒐
集
の
八
幡
馬
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
に
松
次
郎
が
作
っ
た
も
の
も
、
明

治
の
古
型
（
写
真
24
）
と
言
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　

松
次
郎
の
孫
作
が
作
っ
た
古
形
の
八
幡
馬
は
、
流
鏑
馬
の
長
馬
を
模
し
て
作
っ
た
と
い
う
馬
に
人
形
が
乗
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
人
形
は
、
流
鏑
馬
の
射
手
衆
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
人
形
の
手
の
形
は
簡
略
化
さ
れ
た
猿
が
乗
っ
て
い
る
形
の
「
猿

乗
り
」
に
よ
く
似
て
い
た
。
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⑷
八
幡
馬
の
創
始
伝
承
と
「
サ
ル
ノ
リ
」

　

八
幡
馬
の
創
始
に
つ
い
て
は
、
別
の
伝
承
も
あ
る
。『
デ
ー
リ
ー
東
北
』
が
八
戸
の
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
に
特
集
し
た
「
八

戸
の
暮
ら
し
」（
昭
五
十
四
年
五
月
二
十
一
日
掲
載
記
事）
11
（

）
に
市
内
吹
上
の
木
村
任
太
郎
の
談
と
し
て
次
の
よ
う
な
八
幡
馬
の
由
来
が

記
さ
れ
て
い
た
。「
わ
た
し
の
母
の
実
家
に
あ
た
る
、
田
面
木
の
前
田
亀
太
郎
の
家
で
代
々
作
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
で
も
、
天
狗

沢
に
あ
る
前
田
の
本
家
の
大
き
な
屋
敷
の
池
か
ら
、
馬
に
烏
帽
子
を
か
む
っ
た
人
が
乗
り
、
手
綱
の
つ
い
た
古
い
木
製
品
が
出
た
ん

だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
尊
い
も
の
だ
と
い
う
訳
で
、
さ
っ
そ
く
天
狗
様
と
呼
ん
で
祠
に
祭
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
な
。（
中
略
）

八
幡
駒
は
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
作
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
よ
。（
中
略
）
昔
は
、
笹
子
、
天
狗
沢
、
田
面
木
の
ほ
か
に
八
幡
で
も

作
っ
て
い
る
人
が
い
た
く
ら
い
で
、
二
十
人
近
く
が
八
幡
様
の
お
盛
り
に
店
を
並
べ
ま
し
た
。
ん
で
も
神
社
の
門
の
内
に
入
っ
て
売

る
の
を
許
さ
れ
た
の
は
、
前
田
与
平
さ
ん
だ
け
で
し
た
な
。
名
人
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
初
め
て
八
幡
馬
を
作
っ
た
家
柄
だ
っ
た
か

ら
の
よ
う
で
す
。」
と
あ
る
。
こ
の
話
は
、
畑
野
が
言
う
八
幡
馬
由
来
書
の
記
述
『
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
に
京
か
ら
一
人
の
木
工

師
が
旅
し
て
来
て
是
川
村
の
天
狗
澤
に
住
み
つ
き
、
木
工
や
塗
り
物
を
業
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
部
落
の
溜
池
の
水
換
え
作
業
の

際
に
、
泥
の
中
か
ら
馬
型
の
木
片
を
拾
い
、
そ
れ
を
手
本
に
木
馬
作
り
を
思
い
立
っ
た
』
を
補
足
す
る
貴
重
な
伝
承
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
木
村
談
話
に
あ
る
、
池
に
落
ち
て
い
た
古
い
木
製
品
は
、
江
戸
期
に
は
「
蒼
前
様
」
に
対
す
る
篤
い
信
仰
が
あ
っ
た
土
地
柄

と
形
状
か
ら
「
蒼
前
様
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
氏
神
社
で
あ
る
「
天
狗
山
神
社
」
に
因
ん
で
天
狗
様
と
し
て
祠
に

祀
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貴
人
が
乗
っ
た
馬
型
を
手
本
と
し
た
木
馬
は
、
蒼
前
様
に
も
な
り
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

馬
に
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
人
が
乗
り
、
手
綱
の
つ
い
た
古
い
木
製
品
の
形
状
は
、
孫
四
郎
家
の
神
棚
に
祀
ら
れ
て
い
た
貴
人
が
騎
乗

し
て
い
る
「
サ
ル
ノ
リ
」（
Ａ
）
と
も
、
櫛
引
の
清
水
五
右
衛
門
家
の
神
棚
に
祀
ら
れ
て
い
た
八
幡
馬
の
蒼
前
様
と
も
形
状
が
重
な

る
も
の
で
あ
る
。
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⑸
「
サ
ル
ノ
リ
」
と
馬
の
守
護
「
猿
」

「
サ
ル
ノ
リ
」
と
い
う
呼
称
で
あ
る
が
、
小
井
川
が
述
べ
た
よ
う
に
武
井
の
紹
介
に
よ
り
こ
の
呼
称
が
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

八
戸
全
域
を
歩
き
様
々
な
民
間
伝
承
・
信
仰
等
に
つ
い
て
書
き
残
し
た
小
井
川
は
、
八
幡
馬
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
頻
繁
に
笹
子
の

大
久
保
家
に
人
を
つ
れ
て
来
た
り
、
話
に
訪
れ
て
い
た
と
直
次
郎
氏
か
ら
聞
い
た
。
天
狗
沢
に
も
当
然
足
を
運
ん
で
い
る
に
違
い
な

い
か
ら
、
そ
の
言
は
信
頼
に
た
る
。
や
は
り
武
井
が
招
い
た
混
乱
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
猿
は
馬
の
守
護
を
す
る
も
の
と
い
う
民
間
信
仰
も
あ
り
、
山
の
神
様
の
御
使
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。「
は

じ
め
に
」
の
項
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
猿
を
以
て
厩
馬
の
安
全
の
手
段
と
し
た
こ
と
は
、
古
く
か
ら
広
範
に
行
わ
れ
て
い
る
風
習

で
あ
る
と
柳
田
國
男
も
述
べ
て
い
る
が
、
古
来
よ
り
、
猿
は
馬
を
守
護
す
る
と
さ
れ
、
厩
の
守
護
と
し
て
猿
を
飼
い
、
正
月
に
は
厩

の
祭
を
行
い
、
猿
が
馬
を
曳
い
て
い
る
図
を
厩
に
掛
け
、
馬
を
災
厄
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
習
俗
が
あ
る
。
ま
た
、
猿
の
頭
蓋
骨
を
厩

の
魔
除
け
と
し
て
用
い
る
「
厩
猿
信
仰
」
も
あ
る
。

　

猿
の
頭
蓋
骨
は
、
奥
州
市
前
沢
の
「
牛
の
博
物
館
」
に
も
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二

十
二
年
に
岩
手
県
九
戸
郡
洋
野
町
大
野
村
の
農
家
の
台
所
の
神
棚
で
「
厩
猿
」
が
発
見
さ
れ

た
と
い
う
。
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
厩
猿
は
、
昭
和
五
十
六
年
頃
ま
で
厩
に
祀
ら
れ
て
い
た

も
の
で
、
頭
蓋
骨
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
江
戸
時
代
に
は
祀
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

厩
猿
信
仰
は
、
火
災
防
止
や
牛
馬
の
無
病
。
安
全
を
願
っ
て
厩
に
祀
っ
た
も
の
で
、
岩
手
県

で
は
約
三
十
件
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う）

1（
（

。

「
猿
駒
曳
護
符
」
は
、
岩
手
県
の
早
池
峰
神
社
や
八
戸
の
櫛
引
八
幡
宮
に
も
あ
る
。
櫛
引

八
幡
宮
は
、「
大
黒
様
」「
八
幡
宮
寳
印
」「
猿
田
彦
様
」（
猿
駒
曳
護
符
）
を
三
枚
組
で
授
与
、

左
か
ら
神
棚
の
下
に
貼
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
神
社
に
お
い
て
も

馬
の
守
護
を
担
っ
て
い
た
証
と
も
い
え
よ
う
。

写真25　櫛引八幡宮の護符「猿田彦様」
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孫
作
の
氏
神
社
で
あ
る
天
狗
山
神
社
の
祭
神
は
、
猿
田
毘
古
大
神
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
二
、（
一
）
⑵
天
狗
沢
・
最
後
の
八

幡
馬
製
作
者
の
項
で
記
し
た
、
孫
四
郎
家
の
前
田
長
吉
（
競
馬
の
騎
手
に
な
り
、
最
年
少
二
十
歳
で
三
冠
を
制
し
た
人
物
）
は
、
サ
ル
キ

チ
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
馬
を
自
在
に
操
る
技
量
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
「
サ
ル
」
と
は
、
神
様
も
し
く
は
神
の
使
わ
し
め
を
さ
し
て
い
る
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

天
狗
沢
で
い
つ
頃
か
ら
「
サ
ル
ノ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
サ
ル
ノ
リ
」
の
蒼
前
様
が
馬
産

農
家
で
は
親
し
ま
れ
て
い
た
と
い
う
証
左
に
は
な
ろ
う
。

（
二
）
八
幡
馬
の
源
流
と
蒼
前
様

⑴
「
蒼
前
様
」
と
し
て
祀
ら
れ
る
「
八
幡
馬
」

①
清
水
治
五
右
衛
門
家
の
「
蒼
前
様
」（
貴
人
が
騎
乗
）

　

櫛
引
の
旧
家
で
あ
る
清
水
家
の
蒼
前
様
は
、
か
つ
て
は
厩
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
馬
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
か
、
厩
か
ら

台
所
の
神
棚
に
移
し
て
祀
っ
て
い
る
。
厨
子
に
入
っ
た
蒼
前
様
は
、
馬
に
ま
た
が
っ
て
い
る
烏
帽
子
直
垂
姿
の
貴
人
で
、
木
彫
の
馬

と
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
清
水
家
の
蒼
前
様
は
、
後
に
郷
土
玩
具
と
な
っ
た
八
幡
馬
に
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
写
真
26
・
27
）。

②
孫
四
郎
家
の
「
サ
ル
ノ
リ
」（
貴
人
が
騎
乗
）

　

孫
四
郎
家
は
、
大
き
な
直
屋
の
農
家
で
、
戦
前
は
常
時
七
．
八
頭
の
馬
を
飼
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
馬
が
い
た
と
い
う
。

当
然
な
が
ら
「
蒼
前
様
」
も
お
祀
り
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

蒼
前
信
仰
を
調
べ
る
以
前
は
、
神
棚
に
祀
ら
れ
て
い
た
貴
人
が
騎
乗
し
た
八
幡
馬
と
い
う
こ
と
で
、
天
狗
様
か
一
族
の
守
護
神
で

は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
「
蒼
前
様
」
調
査
を
経
た
現
在
、
こ
の
八
幡
馬
の
「
サ
ル
ノ
リ
」（
Ａ
、
写
真
19
・

20
）
は
、
馬
の
守
護
神
で
あ
る
「
蒼
前
様
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
形
状
や
祀
ら
れ
て
い
た
場
所
、
さ
ら

に
後
年
奉
納
さ
れ
た
こ
と
等
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
先
述
し
た
櫛
引
の
清
水
家
の
神
棚
に
祀
ら
れ
て
い
た
八
幡
馬
の
蒼
前
様
と
姿
・
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形
が
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
櫛
引
の
清
水
家
で
は
、
天
狗
沢
の
孫
作
一
族
に
依
頼
し
て
こ
の
蒼
前
様
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

前
田
長
一
は
、
何
故
に
神
棚
と
共
に
孫
四
郎
家
の
「
サ
ル
ノ
リ
」
を
櫛
引
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
祀
り
が
で
き

な
く
な
る
よ
う
な
ら
蒼
前
様
に
帰
っ
て
頂
く
と
い
う
想
い
か
ら
、
魂
抜
き
を
し
て
も
ら
い
、
氏
神
様
と
か
関
係
あ
る
神
社
に
奉
納
す

る
と
い
う
話
を
調
査
の
過
程
で
聞
き
、
実
際
に
複
数
の
祀
り
上
げ
を
さ
れ
た
蒼
前
様
を
見
て
き
た
。
長
一
も
家
で
馬
を
飼
わ
な
く
な

り
、
自
身
も
老
齢
と
な
っ
て
き
た
の
で
、
代
々
祀
っ
て
い
た
尊
い
「
蒼
前
様
」
を
、
ゆ
か
り
が
深
い
八
幡
宮
に
納
め
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

孫
四
郎
家
の
床
の
間
に
祀
ら
れ
て
い
た
武
者
顔
の
貴
人
が
騎
乗
し
て
い
る
「
サ
ル
ノ
リ
」（
Ｂ
、
写
真
21
・
22
）
に
つ
い
て
も
、（
Ａ
）

と
呼
び
方
が
同
じ
で
、
人
形
は
異
な
る
も
の
の
、
床
の
間
に
厨
子
入
り
で
お
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
神
像
と
し
て
製
作
さ

れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
人
形
の
違
い
は
、
創
作
年
代
の
違
い
か
も
し
れ
な
い
。『
青
森
県
の
民
間
信
仰）

11
（

』
に
掲
載
し
て
あ
っ
た

三
戸
の
蒼
前
像
と
も
似
て
い
る
。

人
形
の
顔
や
衣
装
か
ら
見
る
と
、

孫
作
・
前
田
松
次
郎
が
小
井
川
に

伝
え
た
よ
う
に
流
鏑
馬
の
射
手
衆

を
象
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も

し
く
は
、
当
家
が
江
戸
時
代
に
苗

字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
名
家
で
あ
っ

た
孫
作
の
一
族
で
、
先
祖
は
吉
野

か
ら
来
た
サ
ム
ラ
イ
で
あ
っ
た
と

い
う
伝
承
に
よ
り
、
孫
四
郎
家
の

写真26　清水治五右衛門家の蒼前様

写真27　同上
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先
祖
の
姿
を
神
格
化
し
て
彫
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

孫
四
郎
家
の
サ
ル
ノ
リ
が
作
ら
れ
た
時
期
・
作
者
は
、
伝
承
や
実
見
し
た
際
の
形
状
等
か
ら
、（
Ａ
）
は
、
江
戸
末
期
～
明
治
初

期
頃
（
一
五
〇
年
前
位
）
の
孫
四
郎
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
Ｂ
）
は
、
明
治
後
期
～
大
正
時
代
頃
（
一
二
〇
年
前
位
）
に
、

第
四
四
代
孫
四
郎
・
前
田
菊
松
（
安
政
四
～
昭
和
十
二
年
）
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　
現
存
す
る
八
幡
馬
の
古
形
と
伝
承

天
狗
沢
（
孫
作
一
族
）

笹
子
（
大
久
保
家
）

備
考

江戸時代（末期）
・
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
京
か
ら
来
た
木
工
師
が

是
川
の
天
狗
沢
に
住
み
木
工
、
漆
工
を
業
と
す
る
。

池
か
ら
出
た
馬
形
（
貴
人
騎
乗
）
を
も
と
に
木
馬
（
後

の
八
幡
馬
）
を
作
り
、
櫛
引
八
幡
宮
の
オ
サ
カ
リ
（
例

大
祭
。
流
鏑
馬
が
あ
る
）
で
売
る
。

○
孫
四
郎
家
の
サ
ル
ノ
リ
（
Ａ
）（
写
真
19
、
20
）
創

始
伝
承
と
重
な
る
形（
江
戸
末
期
の
孫
四
郎
の
製
作
か
）

・
南
部
の
馬
産

・
蒼
前
信
仰

・
木
ノ
下
の
お
蒼
前
様
詣
り
と

絵
馬
市

・
櫛
引
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事

○
清
水
家
の
蒼
前
様
（
写
真
26
、
27
）
孫
四
郎
家
の

サ
ル
ノ
リ
（
Ａ
）
に
類
似
（
孫
四
郎
家
製
作
か
）

○
小
井
川
潤
次
郎
蒐
集
品
（
写
真
24
、
製
作
地
不
明
）

○
孫
四
郎
家
の
サ
ル
ノ
リ
（
Ｂ
）（
写
真
21
、
22
）（
第

44
代
孫
四
郎
・
菊
松
〈
安
政
4
～
昭
和
12
〉
作
か
）

○
孫
作
・
松
次
郎
（
写
真
23
）（
明
治
6
～
昭
和
11
）、

小
井
川
の
依
頼
に
よ
り
古
形
を
作
る
（
流
鏑
馬
の

射
手
衆
を
象
っ
た
も
の
）

・
孫
四
郎
家
の
八
幡
馬
作
り
終
焉
（
昭
和
10
年
代
）

・
孫
作
本
家
、
天
狗
沢
を
去
る
（
昭
和
30
年
代
）

・
大
久
保
重
吉
（
江
戸
末
期
～
大
正
11
）
が
、
池
か
ら

馬
形
の
木
片
を
拾
い
、
そ
れ
を
手
本
と
し
て
、
農
閑

期
の
副
業
と
し
て
創
作

○
一
刀
彫
の
猿
乗
り
（
写
真
1
）（
第
2
代
倉
松
〈
明

治
6
～
昭
和
14
〉
か
そ
の
姻
戚
の
作
か
）

○
簡
略
化
さ
れ
た
猿
乗
り
（
写
真
18
）（
第
3
代
岩
太

郎
〈
明
治
36
～
昭
和
46
〉
の
作
）

明治時代大正時代時代
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⑵
郷
土
玩
具
と
し
て
の
「
八
幡
馬
」
へ
の
展
開

　

小
井
川
潤
次
郎
蒐
集
品
の
中
に
「
私
の
と
こ
ろ
に
も
一
つ
お
蒼
前
様
と
し
て
祀
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
土
地
で
た
っ
た
一
つ
あ
る

ら
し
い
そ
れ
が
あ
る
が
…
…）

11
（

」
と
い
う
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
小
井
川
も
八
幡
馬
を
蒼
前
様
と
し
て
祀
っ
て
い
た
家
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
戦
前
の
櫛
引
周
辺
に
は
、
蒼
前
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
八
幡
馬
が
あ
っ
た
と
い
う）

11
（

。
櫛
引
八
幡
宮
の
例
大
祭
で
八
幡
馬

を
売
っ
て
い
る
大
久
保
直
次
郎
氏
も
、
神
棚
に
お
祀
り
す
る
と
言
っ
て
買
っ
て
行
か
れ
た
お
客
さ
ん
が
い
た
と
語
っ
た
。

　

青
森
県
立
郷
土
館
で
学
芸
員
を
し
て
い
た
三
上
強
二
は
、
八
幡
馬
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
い
ま
で
は
郷
土
玩
具
と
し
て
の
扱
い
を
う

け
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
祀
る
対
象
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
人
形
が
古
く
は
『
ヒ
ト
ガ
タ
』
と
か
『
ヒ
ト
シ
ロ
（
人
代
）』

と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
は
『
馬
型
』『
馬
代
』
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。（
中
略
）
塗
り
も
の

を
や
る
片
手
間
仕
事
と
し
て
、
若
い
人
た
ち
の
小
遣
い
銭
稼
ぎ
に
駒
を
作
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
八
幡
馬
の
も
と
に

な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
蒼
前
信
仰
か
ら
出
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）
そ
の
馬
の
守
護

神
が
蒼
前
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
馬
を
飼
育
し
て
い
る
家
で
は
神
棚
に
蒼
前
様
の
像
や
自
分
の
持
ち
馬
の
像
を
作
っ
て
祀
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
蒼
前
様
の
像
が
そ
の
後
の
八
幡
馬
の
原
型
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
現
存
す
る
も
の
の
形
を
比
較
し
て
み
る

と
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
従
っ
て
も
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
作
り
（
自
家
製
）
で
あ
っ
た
の
が
、
市
に
出
し
て
商
品
と
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
多
少
の
飾
り
―
―
最
初
は
絵
具
に
よ
る
描
彩
―
―
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
量
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
変
化
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

八
幡
馬
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
創
始
者
孫
作
の
何
代
目
か
が
、
櫛
引
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
る
神
馬
あ
る
い
は
流
鏑
馬
の
長あ

げ

馬う
ま

を
見

・
孫
四
郎
家
分
家
の
與
吉
死
去
で
天
狗
沢
に
お
け
る

八
幡
馬
製
作
は
終
焉
（
昭
和
30
年
代
）

昭和
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て
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
た
小
井
川
の
話
が
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
創
始
者
孫
作
本
家
の
伝
承
は
傾
聴
に
値
す
る
。
製

作
し
て
も
ら
っ
た
と
さ
れ
る
八
幡
馬
の
古
形
の
形
状
を
見
た
が
、
神
像
と
い
う
よ
り
は
、
や
は
り
孫
作
の
言
う
よ
う
に
流
鏑
馬
を
模

し
た
郷
土
玩
具
と
思
わ
れ
た
。
創
始
者
分
家
で
あ
る
孫
四
郎
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
神
像
的
な
人
形
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。

馬
の
守
護
神
で
あ
る
蒼
前
様
の
像
が
八
幡
馬
の
源
流
だ
と
い
う
三
上
の
説
も
あ
る
。
右
に
記
し
た
三
上
説
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関

係
か
ら
か
実
例
や
根
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
な
か
っ
た
が
、
自
身
の
多
数
の
見
聞
を
も
と
に
蒼
前
像
が
源
流
で
あ
る
と
し
、
も
と
は
そ
れ

ぞ
れ
の
手
作
り
で
あ
っ
た
の
が
、
市
に
出
し
て
商
品
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
飾
り
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
量
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
変
化
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
た
こ
と
は
、
筆
者
が
実
見
し
た
古
い
蒼
前
像
た
ち
か
ら
考
え
て
み
る
と

説
得
力
が
あ
る
。

　

ま
た
、
三
上
の
同
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
紙
に
八
幡
馬
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
背
に
は
鞍
（
く
ら
）
を

据
え
て
い
る
が
、
古
い
も
の
は
こ
の
背
に
蒼
前
様
が
乗
っ
た
も
の
が
あ
る）

11
（

」
と
の
記
述
も
あ
る
。

　

孫
四
郎
家
の
神
棚
に
祀
ら
れ
て
い
た
「
サ
ル
ノ
リ
」（
Ａ
）
と
櫛
引
の
清
水
家
が
「
お
蒼
前
様
」
と
し
て
古
く
か
ら
祀
っ
て
き
た

八
幡
馬
が
、
最
古
の
形
に
近
い
も
の
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
小
井
川
が
、
大
正
八
年
か
九
年
に
当
時
の
孫
作
・
前
田
松
次
郎
に

作
っ
て
も
ら
っ
た
八
幡
馬
の
昔
の
形
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

八
幡
馬
草
創
期
の
源
流
は
、
蒼
前
神
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蒼
前
神
像
と
し
て
製
作
さ
れ
た
八
幡
馬
は
、
た
と
え
、「
蒼

前
様
」
と
し
て
の
八
幡
馬
が
求
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
彫
る
こ
と
の
で
き
る
人
の
技
量
・
時
間
・
材
料
等
の
面
か
ら
み
て
量
産
は
難

し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

小
井
川
が
聞
い
た
何
代
目
か
の
孫
作
が
知
っ
て
い
た
古
き
時
代
の
形
は
、
櫛
引
八
幡
宮
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
表
出
し
て
い
る
。

八
幡
宮
の
例
大
祭
の
市
で
、「
八
幡
馬
」
を
子
ど
も
の
数
だ
け
買
っ
て
、
神
社
で
祈
願
し
た
も
の
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
神
棚
に
供
え
、

一
年
間
無
事
に
過
ぎ
る
と
神
社
に
奉
納
し
て
、
新
し
い
も
の
を
求
め
る
と
い
う
一
年
の
「
循
環
」
が
出
来
て
い
た
。
こ
の
習
俗
の
普

及
は
、
八
幡
馬
製
作
者
に
と
っ
て
生
活
を
支
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
同
時
に
、
八
幡
馬
が
櫛
引
八
幡
宮
信
仰
の
広
が
り
に
も
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寄
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

従
っ
て
、「
八
幡
馬
」
は
、
蒼
前
神
が
源
流
と
考
え
ら
れ
る
が
、
創
始
伝
承
に
地
域
の
蒼
前
信
仰
、
加
え
て
櫛
引
八
幡
宮
と
の
絆

と
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
た
木
馬
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
と
、
八
幡
馬
は
蒼
前
信
仰
と
い
う
土
壌
か
ら
生
ま
れ
、

櫛
引
の
八
幡
宮
の
も
と
で
、
育
成
さ
れ
た
木
馬
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
馬
産
業
の
衰
退
は
製
作
者
の
生
活
を
も
圧
迫
し
、
馬
の
信
仰

と
い
う
要
素
は
影
の
よ
う
に
な
り
、
時
代
を
経
る
と
子
供
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
「
尚
武
」
を
祈
っ
て
台
車
付
き
の
木
馬
が
買
い

求
め
ら
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
愛
馬
の
守
護
か
ら
子
ど
も
の
守
護
―
―
健
康
祈
願
や
遊
戯
面
を
強
調
す
る
形
に
変
化
し
て
き
た
と

い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

深
く
強
い
祈
願
を
行
う
際
に
、「
生
馬
の
献
上
」
を
行
う
と
い
う
古
代
の
献
馬
習
俗）

11
（

、
朝
廷
の
大
祓
え
（
八
月
と
十
二
月
）
の
象
徴

は
馬
で
あ
っ
た
こ
と）

11
（

、
馬
の
関
わ
る
民
間
信
仰
、「
絵
馬
」「
木
馬
」「
わ
ら
馬
」
等
の
馬
形
を
奉
納
す
る
習
俗
の
発
祥
か
ら
見
え
て

来
る
の
は
、
古
い
時
代
に
あ
っ
た
「
馬
」
に
対
す
る
人
々
の
信
仰
で
あ
る
。

　

柳
田
國
男
は
、「
絵
馬
と
馬）

11
（

」
で
「
…
…
我
々
の
祖
先
が
特
に
馬
の
絵
に
一
種
の
宗
教
的
興
奮
を
感
じ
な
か
っ
た
な
ら
、
エ
マ
と

い
ふ
語
も
実
は
出
来
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
の
で
あ
る
。」「
海
か
ら
渡
っ
て
来
た
ら
し
い
日
本
人
で
あ
る
が
、
不
思
議
に
神
々
の
み

は
馬
に
騎
つ
て
、
高
い
山
の
嶺
か
ら
降
り
た
ま
ふ
も
の
と
信
じ
て
居
た
。
そ
れ
が
飾
り
馬
の
背
上
に
、
未
だ
書
か
れ
ざ
る
神
を
幻
覚

し
た
理
由
で
も
あ
れ
ば
、
同
時
に
ま
た
絵
馬
を
大
神
へ
の
贈
呈
の
如
く
、
考
へ
る
に
至
っ
た
原
因
で
も
あ
る
が
、
最
初
は
是
も
ま
た

神
徳
賛
歎
の
、
主
要
な
る
記
念
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
馬
の
姿
を
描
い
た
「
絵
馬
」
や
木
・
わ
ら
等
で
作
っ
た
馬

を
奉
納
す
る
こ
と
は
、
神
へ
の
強
い
祈
願
を
表
出
す
る
手
段
で
あ
り
、「
馬
」
は
祈
願
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

加
え
て
、「
馬
」
は
戦
前
ま
で
の
日
本
人
の
暮
ら
し
の
中
で
も
農
耕
や
運
搬
等
の
生
活
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
特
に
東
北
地
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方
で
は
、
人
と
同
じ
屋
根
の
下
に
厩
を
設
け
る
な
ど
、
家
族
同
然
の
大
切
な
家
畜
で
あ
っ
た
た
め
、
馬
を
供
養
す
る
馬
頭
観
音
や
馬

を
守
護
す
る
蒼
前
信
仰
が
広
ま
っ
た
。
八
戸
は
、
蒼
前
信
仰
が
地
域
に
深
く
根
付
い
て
お
り
、「
蒼
前
様
」
が
家
々
と
村
々
に
祀
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
八
戸
の
郷
土
玩
具
で
あ
る
「
八
幡
馬
」
の
源
流
を
尋
ね
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
後
に
「
八
幡
馬
コ
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
木
馬
（「
馬
コ
」）
は
遊
具
・
玩
具
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
飼
育
し
て
い
る
愛
馬
の
健
康
や

安
全
、
順
調
な
成
育
等
を
願
う
、
人
々
の
強
い
願
望
や
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
木
馬
の
源
流
は
蒼
前

信
仰
の
ご
神
体
で
あ
る
蒼
前
様
で
、
さ
ら
に
は
、
絵
馬
と
同
様
、
神
様
へ
の
願
い
の
象
徴
と
し
て
の
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
木
馬
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
時
代
を
経
て
、
馬
産
業
の
衰
退
に
よ
り
家
や
地
域
か
ら
馬
が
い
な
く
な
り
、
愛
馬
の
守
護
よ
り
子
ど
も
の
守
護
や

家
内
安
全
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
形
も
親
子
馬
や
牽
い
て
遊
ぶ
遊
具
的
な
要
素
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
夫
婦
円
満
を
祈
願

す
る
形
に
も
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、
八
幡
馬
の
伝
統
を
引
継
ぎ
、
手
作
り
で
製
作
を
続
け
て
い
る
大
久
保
直
次
郎
父
子
の
使
命
感
、

さ
ら
に
機
械
製
作
社
（
株
式
会
社　

八
幡
馬
）
の
製
造
に
よ
り
、
今
も
八
戸
の
代
表
的
な
郷
土
玩
具
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
で
神
と
人
と
を
つ
な
ぐ
特
別
な
動
物
と
思
わ
れ
て
い
る
「
馬
」
で
あ
る
が
、
郷
土
玩
具
の
世
界
で
も
、
そ
の
源
流

を
た
ど
れ
ば
、
神
様
の
乗
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
と
思
う
。

【
付
記
】

　

八
幡
馬
を
め
ぐ
る
数
年
間
の
調
査
で
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
八
幡
馬
製
作
者
の
大
久
保
直
次
郎
氏
・
窪
田
優

子
氏
、
八
幡
馬
創
始
者
孫
作
の
分
家
・
孫
四
郎
家
の
ご
子
孫
に
あ
た
る
前
田
貞
直
・
ツ
エ
子
ご
夫
妻
、
前
田
カ
ヨ
氏
、
八
幡
馬
の
蒼
前
様
を

祀
ら
れ
て
い
る
櫛
引
の
清
水
治
五
右
衛
門
氏
、
小
井
川
潤
次
郎
氏
ご
遺
族
の
小
井
川
年
夫
氏
・
小
井
川
弓
氏
、
櫛
引
八
幡
宮
宮
司
の
營
田
稲

太
郎
氏
・
神
職
の
高
島
常
美
氏
、
各
氏
の
ご
芳
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
料
収
集
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
『
デ
ー
リ
ー
東
北
』
新
聞
社
の
松
浦
大
輔
氏
、
八
戸
市
文
化
財
審
議
委
員
副
委
員
長
の
滝

尻
善
英
氏
、
御
前
神
社
の
浪
打
磐
根
宮
司
、
八
戸
市
文
化
財
審
議
委
員
元
委
員
長
の
上
野
末
蔵
氏
、
八
戸
市
教
育
委
員
会
の
小
林
力
氏
、
八
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戸
地
域
神
事
流
鏑
馬
再
興
会
の
黄
綿
昶
行
氏
、
八
戸
市
立
図
書
館
の
野
沢
江
梨
華
氏
、
青
森
県
史
編
纂
室
の
福
島
春
那
氏
、
成
城
大
学
民
俗

学
研
究
所
の
松
崎
憲
三
所
長
・
林
洋
平
学
芸
員
・
薄
場
明
子
氏
・
広
瀬
晴
美
氏
の
各
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

註

　
（
1
）　

小
井
川
潤
次
郎
（
明
二
十
一
～
昭
四
十
九
）
は
、
八
戸
郷
土
研
究
会
を
創
設
し
て
、
採
集
調
査
を
行
い
、
八
戸
の
郷
土
研
究
に
尽
力

し
た
。
八
戸
に
つ
い
て
の
著
作
が
多
数
あ
る
。

　
（
2
）　
『
考
古
学
雑
誌
』
二
巻
十
号
（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
二
十
七
巻　

三
二
六
～
三
三
二
頁
）

　
（
3
）　

中
野
渡
由
美
子
「
⑬
馬
の
守
護
神
た
ち
」『
デ
ー
リ
ー
東
北
』「
南
部
馬
と
人
」
平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

　
（
4
）　

大
久
保
学
「
①
駿
馬
の
郷
」『
デ
ー
リ
ー
東
北
』「
南
部
馬
と
人
」
平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

　
（
5
）　

成
田
敏
「
お
蒼
前
様
」『
デ
ー
リ
ー
東
北
』
ふ
る
さ
と
ロ
マ
ン
「
南
部
の
信
仰
と
行
事
〈
3
〉」
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日

　
（
6
）　

前
掲
（
４
）、『
青
森
県
の
民
間
信
仰
』（「
青
森
県
民
俗
資
料
図
録
」
第
三
集
）
昭
和
五
十
一
年　

青
森
県
立
郷
土
館　

五
九
頁

　
（
7
）　

前
掲
（
5
）

　
（
8
）　

滝
尻
善
英
「
八
戸
地
方
に
お
け
る
蒼
前
信
仰
」『
歴
史
読
本
』　

昭
五
十
六
年
十
月　

新
人
物
往
来
社

　
（
9
）　

青
森
県
民
俗
文
化
財
等
保
存
活
用
委
員
会
編
『
青
森
県
無
形
民
俗
文
化
財
等
記
録
第
四
集　

気
比
神
社
の
絵
馬
市
の
習
俗　

十
和
田

の
ト
シ
ナ
』
平
成
二
十
五
年
三
月　

青
森
県
民
俗
文
化
財
等
保
存
活
用
委
員
会　

四
頁

　
（
10
）　
『
青
森
県
史�

民
俗
編�

資
料�

南
部
』
第
二
節　

蒼
前
信
仰　

平
成
十
三
年
三
月　

青
森
県
史
編
さ
ん
部
会
編　

青
森
県　

三
二
八
～

三
三
六
頁

　
（
11
）　
『
八
戸
写
真
帖　

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
』
平
成
二
十
三
年
五
月　

八
戸
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会　

一
六
・
一
二
一
頁

　
（
12
）　

舘
花
久
二
男
著
『
近
代
八
戸
地
方
の
農
村
生
活
』
平
成
十
六
年
十
二
月　

八
戸
市　

七
八
～
八
八
頁

　
（
13
）　

八
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
編
八
戸
市
史　

民
俗
編
』
平
成
二
十
二
年
三
月　

八
戸
市　

四
〇
九
頁

　
（
14
）　

滝
尻
善
英
執
筆
『
は
し
か
み
の
民
俗
と
信
仰
』
平
成
十
五
年
二
月　

階
上
町
教
育
委
員
会　

一
三
～
一
六
頁

　
（
15
）　

八
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
編
八
戸
市
史　

地
誌
編
』
平
成
二
十
四
年
三
月　

八
戸
市　

五
一
〇
頁
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（
16
）　

八
戸
市
史
編
纂
室
編
『
館
地
区
の
民
俗
』
平
成
十
九
年
三
月　

八
戸
市
史
編
纂
室　

六
九
頁

　
（
17
）　

前
掲
（
16
）
八
六
頁

　
（
18
）　

八
戸
市
史
編
纂
室
編
『
大
舘
地
区
の
民
俗
』
平
成
十
六
年
十
二
月　

八
戸
市　

九
三
頁

　
（
19
）　

前
掲
（
18
）
九
五
頁

　
（
20
）　

八
戸
市
史
編
纂
室
編
『
根
岸
地
区
の
民
俗
』
平
成
十
六
年
六
月　

八
戸
市　

七
五
頁

　
（
21
）　

清
水
治
五
右
衛
門
（
昭
十
八
生
）
談
及
び
青
森
県
環
境
生
活
部
県
史
編
さ
ん
室
編
『
馬
淵
川
流
域
の
民
俗
』
一
八
七
～
一
八
八
頁

　
（
22
）　

上
野
末
蔵
（
昭
十
一
生
）
談

　
（
23
）　

八
戸
市
史
編
纂
室
編
『
上
長
地
区
の
民
俗
』
平
成
十
九
年
三
月　

八
戸
市
史
編
纂
室　

六
一
頁

　
（
24
）　

前
掲
（
18
）
九
四
頁

　
（
25
）　

前
掲
（
18
）
九
六
頁

　
（
26
）　

前
掲
（
20
）
七
四
頁

　
（
27
）　

畑
野
栄
三
著
『
全
国
郷
土
玩
具
ガ
イ
ド
』
①　

平
成
四
年
一
月　

婦
女
会
出
版
社　

四
二
頁

　
（
28
）　

櫛
引
八
幡
宮
配
布
「
八
幡
馬
」
の
解
説
シ
ー
ト
の
要
約

　
（
29
）　
『
デ
ー
リ
ー
東
北
』
昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
三
日
「
ふ
る
さ
と
ロ
マ
ン
・
親
の
願
い
」
三
上
強
二
執
筆

　
（
30
）　
「
櫛
引
八
幡
を
め
ぐ
っ
て
」『
旅
と
傳
説
』
五
巻
三
号　

昭
和
五
年
三
月

　
（
31
）　

小
井
川
潤
次
郎
著
『
清
水
寺
界
隈
』（『
八
戸
郷
土
叢
書
』）
昭
和
七
年　

八
戸
郷
土
研
究
会

　
（
32
）　
『
デ
ー
リ
ー
東
北
』「
町
内
風
土
記
」
270　

是
川
・
天
狗
沢　

昭
和
四
十
三
年
六
月
三
十
日
掲
載
及
び
分
家
談

　
（
33
）　

前
田
カ
ヨ
談

　
（
34
）　

島
田
明
宏
著
『
虹
の
断か
け
ら片
』
平
成
二
十
六
年　

産
経
新
聞
出
版

　
（
35
）　
『
デ
ー
リ
ー
東
北
』「
八
戸
の
暮
ら
し
」
④
ふ
る
さ
と
の
名
産　

木
村
任
太
郎
談　

昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
一
日
掲
載　

文
・
小
寺

隆
韶

　
（
36
）　
『
日
本
郷
土
玩
具
（
東
の
部
）』
昭
和
五
年　

地
平
社
書
房　

一
〇
頁
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（
37
）　

前
掲
（
26
）　

三
八
頁

　
（
38
）　

前
掲
（
29
）

　
（
39
）　
『
デ
ー
リ
ー
東
北
』「
八
幡
の
馬
」
④　

昭
和
二
十
九
年
一
月
六
日
掲
載

　
（
40
）　

前
掲
（
34
）

　
（
41
）　
『
デ
ー
リ
ー
東
北
』
平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
記
事

　
（
42
）　

前
掲
（
6
）
六
二
頁

　
（
43
）　

前
掲
（
29
）

　
（
44
）　

櫛
引
八
幡
宮
権
禰
宜
の
高
島
常
美
が
先
代
宮
司
か
ら
聞
い
た
話

　
（
45
）　

前
掲
（
28
）

　
（
46
）　

前
掲
（
28
）
掲
載
写
真
の
説
明
文

　
（
47
）　
『
常
陸
国
風
土
記
』（
奈
良
時
代
編
纂
）
に
、
幣
み
て
ぐ
らの

一
つ
に
「
馬
一
疋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
等
、
古
文
献
の
中
に
は
、
多
々
「
献
馬
」

記
事
が
見
ら
れ
、
古
代
に
「
生
馬
の
献
上
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
雨
乞
・
日
乞
の
術
的
儀
礼
と
し
て
も
神
馬
の
献
上
が

行
わ
れ
た
よ
う
で
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
五
月
庚
午
の
条
に
は
、「
丹
生
河
上
の
神
に
は
黒
毛
の
馬
を
加
え
る
。
旱
す
れ
ば
也
。」

と
見
え
、
降
雨
祈
願
と
し
て
水
を
司
る
神
・
丹
生
川
上
社
に
黒
毛
の
馬
を
献
上
し
て
い
る
。
奉
幣
の
み
の
祈
願
で
効
な
き
場
合
に
、
献

馬
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
献
馬
の
場
合
そ
れ
だ
け
深
く
強
い
祈
願
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
（
48
）　

小
島
瓔
礼
は
、「
祓
え
の
象
徴
と
し
て
の
馬
」（
季
刊
『
悠
久
』
73
号　

平
成
十
年
四
月　

お
う
ふ
う
発
行
）
で
、
か
つ
て
朝
廷
の
大

祓
え
（
八
月
と
十
二
月
）
で
は
馬
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と
、
ハ
ラ
エ
の
し
る
し
で
あ
る
「
祓
つ
柱
」（
は
ら
え
つ
も
の
）

の
代
表
は
馬
で
あ
り
、
八
月
の
大
祓
え
の
馬
か
ら
「
八
月
一
日
の
八
朔
行
事
に
馬
を
献
上
す
る
風
習
が
あ
っ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
た
。

　
（
49
）　
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
十
四
巻
二
号
、
昭
和
五
年
一
月
八
日
（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
二
十
七
巻
、
三
四
二
頁
）

�
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成
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